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早稲田藤用化事曾報

第十六披 昭和七年 三 月

E報交〕

扇島信之助・娠!i工忠、ー: 潟民印筆紙のハロ ゲン化銀の定量 1. 

秩III桂一 7~税率・計算寧，銭率た異lこLtころセメン l、閉会原料の加熱試験に付て 6. c. 遺産〕

d、薬捻戴: 製紙工業に於げる何材の位置

字野昌平: 硫直毒事手土精製法

E報 女コ

寝長印査紙のハロゲン化銀の定量

に理化撃研究所鈴木腐生研究室〉

縞島信之助

堀江忠

1.緒言

10. 

22. 

寝具用ハログン化銀乱要~J中のハログ ン化銀の定量法に閉しては故松前四郎氏(工業化事雑誌 32 編

99.-..-106)の康範固に亙る研究ありて今夏余等の蛇足を加ふるを要せ歩と難も若し分析結果t二就τ偽

り精密の度を要せざる揚合は今少し〈簡軍なる方法にてハログジ化銀を定量し得ば夏l二好都合なる

可しと思惟せらる、松前氏の研究費表後乳剤中の銀或はハロゲン化銀の定量又は定性法に闘し 2~

の研究あり Baines.メc.s.1929. 2037;メS.c.よ 1930.(T) 473: Lawrie.;:ぷCよ 1930.28此等は殆ん

ど全部の場合皆青化カリクムの水溶液在使用して乳剤よりハログン化銀ぞ浸出する方法そ採用せり.

青化カリクムや使用する事は其の毒性の鈷より操作上面白からざるものあり、余等は印壷紙用の筑

聞は殆んど全<1)沃化銀を含有せざる事賓を利用して乳剤より浪アムモニア水を以て盤化銀及び臭

化銀を浸出し随伶する少量のデェラチン其他の有機物を除去する簡躍なる底理法を施したる後重量

法l二て臭化銀に堕素や遁じて臨化銀として秤量する間接方法を用ひハログン化銀の綿重量 O.4g臭

化銀と堕化銀の重量比が 20以上なる時 2%以下の誤差ぞ以て叉1.0g 内外の時は 1% の誤差~

以τ乳剤中の臭化銀及び躍化銀を定量し得たり、 若し試苧lぞ夏t二多く取る時は諜差は更に減少する

事は明なり。

2. I'P壷紙よりハロゲシ化銀の浸出と定量法

乳剤よりハログン化銀を分離する方法は多数あれども今の揚合は沃化銀を含布する事殆んど全〈

無きが故i二必しも青化カリクムを用ふるの要無く且つ衛生の見地よりプムモニア水を用ひて浸出ぞ

1) 或る種の印童紙に(1.沃化銀の含有されると恩11.る hものあリ然れども業の量11.J、ロゲン化銀の総量lこ鈍

して 1%た超'9>1.>事すよし。



2 早稲国際用化製合報

行ひたり.アムモニア水は第}固の責日参浸出接置ぞ用ふれば何等其の悪臭~懸念する要なし.印毒品iE

の浸出に要す可きアムモニア水の容量は印章紙の面積.温度.濃度、時間等に依り異る、浸出を1l';ilに

於て行ふとし且つ溶解度附近迄アムモニア水にハログン化銀を溶出し得るものとせば丈献i二依り 1)

13 % NHPH Sp. g. 0.949は 150Cにで 6.8%AgClぞ溶解す

]0 % NH40H Sp. g. 0.960 は 12
0Cにて 0.33___0.4% AgBrや溶解す

叉 Iミder2】 l二依れば

臭化銀印章紙にては毎卒方米i二就き 2.8__4.0gのハログン化銀ぞ含む

堕 1.8__2.8g 

之をカピネ版 12x 16.8=19.5.6 ~m2 印ち約 .2 ~j:i.米i二換算すれば 1 枚l二っき最大量約 0.08gの

ハログン化銀「臭化銀の揚合)ぞ含有す、之を全く溶出するじは 120C に於て 10% アムモニア水約

20.8 c.a必要する事となる可し、然れども印童紙中のハログン化銀はデエラチン中に包含され且つ一

度乾燥されたる色のなるが故に賀際の溶出じは遥かに大量且つ濃度大なアムモニア水を要す可し、

第一闘

今の揚合は灼 10%のアムモニア水 120c.也会順次i二カピキ版凶枚0)浸

tBに使用せり却ち同ーの液在住l悶宛使用す、次に浸出I1慎序ぞ逆にして更に

此の凶枚の日時蹄氏を新しき ]20偵のアムモニア7Jq二て浸出す、浸出液ぞ

浸出器よりが1:出しよく蒸溜水にて水洗後更に安全の鵡今一間 120C.c.のア

ムモニア*にて浸出し浸出液を合L浸出を終る、此の方法じ依れば印章紙

中のハログン化銀は全くアム毛ニア71<に溶出されて最後に浸出せる印輩出正

そ水洗して硫化ナトリウム水溶液にてハログン化銀の有無や験する島全然

反腰、無きに到る。

印章抵のハログン化銀の浸出にjJ"りアムモニアの掛震を防ぐ詩文平凪II二

ては操作の完全吾朗し難きぞ以τ第ー圃i二示すが知き浸出器脅使用tさり印

ちカピネ版印章抵~長議の方に長〈審き直径4; C)TI の硝子製国筒中に脱rti

を内l二しτlJXめ之を直径 3cmの中室岡筒I畳搾器にて毎分約 100同轄して

揖搾し浸出ぞ毎岡 80 分宛行ふ. 国筒撹持器iま撹捺の操作は犠り完全な

らざるも今の目的に封しτは充分にして却って国時上突起なき属浸出す可

き印章紙ぞ摩擦して損歩ゐ事な〈浸波の容量を少量i二工足らしむる妓果あ

り。

浸出液及びi先様水の合計はカピネ版印垂紙 8枚の時約 1000C.c.にしてハログン化銀と少量のず:ェ

ラチン其他印章紙製造中添加物質例へばク ロム堕類，拘融酸控.酒石酸盤、澱粉、カゼ4ン.タ ンニ

ン酸.酷酸盤、藤糖等を少量に含有す之を 15刈 c.c.の三角フラスコにてアムモニア同J!X装置会!脅し

。l'ifiltonet 印刷。ille;C.γ， 5.6. J'句 1
COIIIσ Dictiollalア01Solt.必i必tid
PoM，. Silz. ber. Al'ad. Wiss. 1-f!im 41， 267， 1860 
f 似てogi; Gazz. Ch. 13. 87・

2) Fder.. Rezette t4. Tabe/len fiir PllOtogr.ψkie 
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て水分を蒸設す、アムモニアが蒸護し去るに従ってハログン化銀は溶液より分離して弐第に粉末賦

となる線量が約 100c.cになる迄蒸愛し冷却すれば沈澱は全く粉航i二分離すれども之冶直ちI二ダクチ

又は硝子猫過管にて鴻過し 300
0
C附近に熱するに悪臭.と煙を設し明かじ有機物の混在を認、めたり依

って直ちに鴻過する事を止めて約 100c.cの混含物に 3c.巳の硝酸を加へて 1時間加熱して有機物を

分解せしめ瀦過して加熱するじ依然煙を護し未f::有機物の分離充分なら?、種々研究の結果次の如

き方法に依れば完〈有機物を去る事や知れり。

100c.cになる迄蒸護せる浸出液は之

に硝酸 3-5c.cを加lへ 15分間煮沸冷

却.後エチ Jレア Jレコホル 100c.c を加

へ撹祥放置し上澄液を傾潟し去り再び

アルコホ Jレを加lへてf噴潟を繰返しさたl二

蒸簡水を加へて 80-100c.cとし耐酸

を 3c.巴加へ一度烹1弗し冷後第二固に

示す Treadwell 氏のa~過管じて鴻過し

水及びア Jレコホルの少量にて順次l二i先

第 回

ひ之を加熱すれば全く煙を護せす容易 i二恒量となす事ぞ1~1こり 。

臨化銀と臭化銀の混合物の分析は此の二者の合計の重量を知り之に臨素そ通じ全部会E量化銀に愛

化せしめ初めの重量との差印ち減少量より此の二者の量:ぞ求める間接法にて行へりJ試料の加熱は

燃焼管l二ニクロム線を港きて小型電気温(第二国)を作り之i二直径 1cmの燃境管の長さ 15cmのも

のぞ 7.5cl11丈け納l く引伸し紛|頭部にアスベストぞ充填せる i慮過管~入れ加熱せり、加熱度は臭化銀

と盤化銀との混合物なる時は熔融貼低きぞ以て 2000C以下とし臨素ぞ通じたる後は管内の温度を

4000C 附近迄上け大り盤素を遇する時間は約 lii分にして後減過せる乾燥空気通じ常温附近迄冷却

したる後乾燥器に移す如くせりの

3. 分析方法白鼠棄

分析方法の正確なるや否やは市販印章紙が常に一定なる組成ぞ有し居るや不明なれば之を検定す

るじは組成既知の乱舟l岳製造し之を一定量採りτ其の中のハログン化銀の定量会属して其の精度ぞ

知り得可し.而して本法の忌も謀差の起。易き臭化銀と盤化銀の重量の比が大なる雨極端i二於いて

は試量を 2-3絡軽度迄採りて其の諜差の度を検せり。

賓騒乱剤 No.1 

AgBr とAgClの比は約 1~二して札制中 l二は多少の臨化カリクムを越す如くせる水洗せざる乱

舟iな@。

第一波 盤化カリウム

臭化カ 9ウム

2・5∞ogて1常量主リ 0・307og多し〉

35α>sg 

Eう聖量化銀t笑化銀の合計の重量た pg 1: t之に盛素か遁じて臭化銀か蜂化告を1:艶牝ぜじめて滅多量買隆司 g
徐.1:サとすれ11"臭化銀の重量 Y11 Y=4・224{P-q) 叉曹量化銀ゆ重量五.は X=p，-y すよもj。
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ヂL ラチン (Win回 tur製字L剤用) IOg 

第二主主 檎酸銀 10・∞∞g

芸事館* 約 80 c.c. 

暗室内赤燈下にて第一波を 45
0
C I二温めて烈しく撹祥しつつ第二液ぞ加lへて乱剤をつくり之を撹

持しつつ冷却す、 30~C 附近迄冷却せる時7](を加へて線量ぞ 250 gと嬬す夏に撹持して冷却し建i二凝

固せしめ之を句ー同数 g秤量瓶に採りて試料とす、長時開放置する時は乱開の表面より水分が蒸裂し

て寅験が不正確となるぞ以って必要試料を一時に秤量しおく様に1~せり。

質験乳膏IJNo. 2 

臭化銀量が盤化銀量の約 1/却となりたる揚合

第一波 強化カリウム

臭化カリウム

ヂェラチン (Win加 tur製〉

蒸趨*

第二波 硝酸銀

蒸飽*

5・0000g (常量よリ 0.6140g多し〉

0.1750 g 

IOg 

車句 80 C.C. 

10・2500g 

来句 80 C.C. 

乱剤の製法は No.1 と全く同じく線量を 300g とす。

賓験札剤 No.3

堕化銀量が臭化銀量の約 1120 となれる揚合

第一液 型化カりウム

臭化カリウム

ヂエラチン (Wintertur製〉

蒸鏑水

第二波 禰商事銀

蒸館*

字L骨lの製法は No.l と同じく綿量は 300g とす。

0・4196g (蛍量よリ 0・1000g多L)

7・0∞6g
10 g 

車甘 80 c.c. 

10.50∞g 

来~ 80 C.C. 

上記の乱酬を前記の如き分析方法印ち一度アムモニア水に溶解して有機物を除去して開接重量方

法に依って盟化銀及び臭化銀を定量せる結果はさ穴の如し。

5h偽骨・ 表

盤化銀量と臭化銀量の合計 関化銀量 臭化銀量

写L剤量 g 計算値E貧験1直gW晃差% 計算値g貧験値g誤差% 計算値E貧験健g誤差%

No. 1 9・9992 0・3895 0・3837 -1・49 0.1686 0.1666 - 1.19 0.2209 0.2171 -1・72

9・1625 0・3568 0・3522 - 1.29 0.1544 0・1516 -1.81 0.2042 0.2006 -0.89 

No. 2 10.8040 0・3120 0・3101 -0.61 0.3021 0・3∞o -0.65 o.∞99 0.0101 +2.00 

28.59∞ 0.83∞ 0.8281 -0.23 0.8037 0.8015 一0.27 0.0263 0.0266 + 1.13 

32.5150 0・9134 0.9412 -0.24 0・9140 0・91I2 -0・31 0.0299 0.0300 +0.34 

No・3 10.89∞ 0・4162 0・41I5 - 1.13 0.0154 0.0174 + 12.99 0・4∞8 0・3941 -1.68 

22・39∞ 0・8560 0.8515 ..0・53 0・0318 0.0318 土0 0.8242 0.8195 -0・57

表中明かなる如く臭化銀と臨化銀の重量の比が小なる聞は試料の量もハログン化銀の重量 O.4g

内外となる量にて相常満足し得可き値ぞ得れども其の比大となり 20附近となる時は試料は其の中の
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ハログン化銀の重量:が 0.8g 内外となる如く採らさ.る可からす、本法は臭化銀と'ií~化銀の重量の比

が 100以上となるが如き揚合は甚花不正確なればかかる量迄の正晴さを求むる時は他の方法に依ら

ざる可からす・。

4. 市販印壷紙中盤化銀と臭化銀の定量

上記の定量7)・法に依り普通に用ひられる臨化銀紙、臨臭化銀紙、臭化銀祇i二就いて其の中に含有さ

るるE硬化銀及び臭化銀に就て定量したる結果は=欠の如し。

第 表

100 cln2の 100 (n1宮

E国 佃世 AqEK AaU 〈測2臭分の化魂感銀比光官民コ感度ロ光5各分グ度ー現オを像シす零〉L ノ、ロゲシ化銀 AgCl AgHr AgCl '7 
g. g. g. 100 トシテ

:5ヨ、
1 AZO A. J 0瓜 314 J O.oI255 0.06 0.09 

〈イーストマン曾枇〉 0.0279 0.0277 0.0002 0.007 

2 O.K. ( 0・0069 0.07 0.13 

(オりエンタル含批〉 0.0078 0・∞615 0.0000 0.000 

3 Velox No. 1 Velvet J 0・032(， J 0∞∞5 J 0.0∞ 0.04 0・39
〈イ-7-トマン舎枇〉 0.0327 0.0327 0.0000 0.000 

4 COll11l1ercial 0.15 0・28

〈オリエンタル曾i此〉 0.0094 0.00935 0.0000 0.000 

5 Vel vet Green J 0.0勾7 J 0.0附 5 0.011 

く以下イーストマン含量t) 0.0173 0.0054 0.01 195 222 

6 Vitav:1 Opnl J 0・03345 I・9 3‘6 

0.0345 0.00105 0.03255 3100 

7 Vita、，'3R. JL ( 0・0296 J 0・0ゆ 5 2.8 6.8 

0.0297 0.0101 0.01945 193 

8 Vitava Projection f 0吋 32 J 0・0299 2.8 6.8 

0.0297 o.∞28 0.02415 958 

9 l'ortrnit Bromide f 0・0474 28 64 

0.0467 o.∞07 0.0409 l 6557 

10 P. M. C. Rromide 
J 0.0394 J 0・03845 ( 4272 93 IGI 

0.0307 0.0008 0.0299 3937 

此等に於いて 1より 4 迄は所謂ガスラ 4ト紙にして殆んど全く臨化銀のみより成る但し 1. の

AZO紙中には僅少量の臭化銀或は沃化銀が含有さるる如く想像されるも本法の範聞に於ては其の正

確なる事は保誼し難し。

5 は特殊なるガスラ-1 1-紙にして現像l二依り直接線色を現す印章紙なり。

6より 8迄も所謂クロロプロ"7-1ド紙にして引1fl1用或は直接常若焼にも用ひられるものにして近

年其の使用漸く盛んに成りつつある種類なり。

9及び 10は引伸し用じして感光度も早く殆んど臭化銀のみより成るものにして此の分析に表れ

たる如き小量の盤化銀は乱荷iの水洗中洗糠水中より来fこる臨素が臭化銀の一部在臨化銀に襲化せし

めたる震か或は叉印議紙の望書調 (Grarlation) 或は色調 (Colourtone)そ調へる矯に加へたるものかは

不明なり。
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一 一 一一 一 一一一一 一一 一一一一

以上いづれの揚合i二色試料は際化銀及び臭化銀の重量比大なる時はカピヰ、版印章紙20枚.其の比

少なる接合は 4乃至 8枚ぞ取りて上記の方法に依りて定量L最後に之を符 100平方糎切重量i二換

算せるものなり。

5. 感光度

印章紙に於て一般に盤化銀を主主する乱開は臭化銀を主とする字u予'H二比して感光度の低き事は事
貨なれども混合乱費1Jに於いては臭化銀量が盟化銀量に比して大なる時JZ光度が必づ歩しも増大するも

のじ非らざるが如し、然れど大約の感光度を知れば特別の乱湾1Jに非さる限り其の字情1J~I'¥二不正るハロ

グ、ン化銀の種類を暗示し得るが故l二参考古の t~ 第二表i二於て組成会分析せるものに就いて感光度の測

定値を記lAこり、此の感光度は Hcfncr氏関準般に比較して 4，76Voltにて1.02燭光の光を護する

巽空タンクステン線保電舷ぞ光源とし Eder-Hecht氏感光計を引jひ 105cmの距離にて 60秒、露出し

之を metol-hydroquinon 現像液にて 2 分間現像及び 5 分間現像を行って得たる Ecler-Hecht 度~1~-11:

て之を Eder氏の感光度換算表1)より臭化館コロヂ才ン乱削の感光度を標準とせる比感光度に換算せ

るものなり、此の二種の感光度を比較すれば央化銀畳の大なる字L脅1Jは比較的長時間の現像に依り大

なる値を示すに到る之に反し臨化銀紙は]見像液に依り比較的察易に現像さるるが故l二2分間現像と

5分間現像の(立は共の差俄り大ならす、。

6.綿括

1. 印霊紙用乱削は沃化銀を殆んど全く含有せざる事ぞ利用してハログン化銀の定~:ru二 10 ，%'ア

ムモニア水を用ひて此笥;を浸出せり。

2. 詰出液に溶出し;来る乳湾1J添加物質を除去する方法を考案せり。

3. 臭化îl~及びl抱化銀の合お宝既知なる乱削に就き 1 及び 2 の1i法を用ひ字l剤"1-'の臭化銀及び'1.(\~

化銀を間接重量法に依り定量し本法の精!被度を定めfこり印ち試1''1中臭化銀量と盟化銀量の合計が0.4

g内外の時i二而て此の二者の重量比が 20より小なる時は土2%' 0.7 gより 1.0gの時土1%の

誤差にて此の二者ぞ定量しf!?可し。

4. 以上の方法じ依り市販印章紙 10穏に就き字情1Jrl'臭化銀及び臨化!'fJU.e定量し之を印章紙の 100

平方糎に針する重量にて表示せり。

5. 4 ¥二用ひたる 10程の印章紙に就き臭化銀コロヂオン乱削の感光度を 1とせる比感光度ぞiWJ

定せり。 以上 Cn7~和六年・五月 三 十日理化摩研究所研究成絞号室表合l こて講演〉

水fl児三十i，E11酸率，鍛卒を異にしたるセメント調合原料の

加熱試験に就て

秋山村:

緒言

.>j<Jレトラ ンドセメン l、の焼成に泊り水似卒、珪酸卒、繊卒が常に考l主せらゐ、而しτ7:K1ilI!卒は最近

r) Ed~r ; Dic 佐川i!ollll'lric，P!/{1!{lgr4ザhi.<chePI/(伽 wclru'Jl， 川，，/S/，ect:ペグザh.icS. 410 
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の如く 短期高強度セメントの進歩iこつれ益々高め らるる傾向を有す、一般t二水硬率を高むる時は短

期強度の護生に重大要素となるはよく知るところなるも之に劉し焼成は困難となること叉論?る迄

もない普通焼成し易くする錦上記三比率を低める こと行はる、今1回りに7J<硬率一定なる揚合は珪

酸卒 t錨卒とを如何に調節せば焼き易~原料治得らるるや研究の僻地あり、郎ち珪酸率及蟻卒者r低

めるのみが決して焼成し易き原料ぞ得らるるものに非-t.じて賓地製造に常り窯中にリンダの附着す

るが如き原料は焼成し易き際料と云ひ得ざるべし、更に叉珪酸李ぞ高め蟻E容を極端t二低めるこ正は

ニれ叉蟻セメシトの如く相官高温l二焼成するを要するもの tなりキューJレセ メン トの如き低温シ ン

ター原料tならざるべし、著者は賓験室的ながら電気強ぞ使用して水硬卒、珪酸卒、錨率や夫々一定

i二鐙化しTこるホ・Jレl-"7ンドセメン ト原料の加熱試験ぞなしにる所あれば愛l二簡軍t二報告せんとす。

右友化合進行獄態

先づ石灰の化合進行航熊を知るため著者はカルパム枇薬品ぞ使用して第一表の如く普通ヰミノレトラ

ンドセ メントの組成に5!tく調合し充分に混合し後白金鉢i二入れ電気盤中に挿入し一定に温度ぞ上昇

し夫々の温度に 30分加熱して後嘘より取り出し急冷しfこるものに就きラーチ、スドーグ氏め酷酸アン

モニヤ法を利用して遊離石灰を求めfこるに共の第一、二去の如し.-1旦し調合じは炭酸石灰ぞ使用し

fこり。

第一表 ;4<)レトランドセメントの合成配合原料一

日i02% A120~ % Fe20九%

24 6 

加熱温度〈ωC)

進磁石灰 (%)

焼塊の色

柔軟の程度

II50 

33.53 

，、
J 

淡黄色

4冒E員二テ抑
シツプシf耳

CaO % 

66 

MgO :;;; 

第二表加熱試験結果

1250 130" 

27.29 8.19 

淡黄色 淡黄色

tlH員二テ押 全世Iln字解シ
シツプシUf. タリ

7k硬率

2.00 

1350 

I. 17 

i暗黒色

磁シ111シキ目
常多孔1{

珪百主主主

2.67 

1450 

O 

暗黒色

鍛率

2.00 

磁シ徹夜性
力日ハノレ

j恭一固は化合進行;j氏態ぞ示しtこるも
第 岡

のなり、試験措果より見れば普通ホ:)レ

トランドセメントの焼成温度は低くと

も]，WOOC以上に上昇すべき必要ある

ぞ察し得るも玩i二 14500C¥二於て逝:肖l

石灰が零となる以上これより以上の温

度上昇以高温化合物自[1ちアリツ トの如

40 

逝
~~ 
石 30
灰

↑ 20 

きものの生成等に必要なるものか或は 10 

未化合石灰消失の賠まで焼成すれば宜 。

ト、
ト-、
、ト¥

¥ 

¥ 
ト¥
|¥ 

しきものなりや否やは尚一居の研究を 1150 1250 ]300 1350 

要すべき・所じして 13000C加熱物が全
→ 加熱温度 (OC)

1450 

部滞解 (Dusting) したる所より考へ既に此のj釦二於て 2CaO.SiO~ の生成完全なるぞ認むるものヒ して
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興味ある所なり、著者は別報「セメント同事事窯中の化製反感脚光」第一報、(楠本太郎、秋山桂一.

工化、 昭 6，34， 348) I二於てシンター リンク舟ゾーン約 50択の間殆ど遊離石灰無きも其間焼鬼の焼き

締り度合が順安壁化しつつあるを認め7ニるものにして:見:等の強度試験結果に於ては別問「能成途上に

ある生焼けセメン ト焼塊に就てJC秋tJt，l"J-.平稲田鹿用化墜曾報昭 6，14. 16)に報告したるが如

く強度に於ても相宮盛化あり且つ凝結時閥、膨11長牧縮性等に於て著しき差異あることを認めたり、印

ち著者は此の遊離石灰のi自失したる鮎ぞ以てセメント焼塊の焼成度は充分とせざるものにして更に

之れ以上の焼き締めを必要とするものの如く其等の研究は夏に後日報告するところあるべ1.".t!f.に
セメント箆塊の焼成は之れを二段l二考ふるそ符べく第一段は求化合石灰消失迄め加熱費化.第二段

は求化合石灰消失後の焼き締めにして約 14!)OOC以上の高温焼成の揚合なり、本'f，ijに於ては此の第

一段の加熱重量化の差異ぞ水硬卒、段階卒、鋭率等ーを愛化しfこる諸調合原l4に就て試験したるものi二

して未化合石灰消失の速度包[1 ち第一段焼成難易に就き!肝究し仁る所ぞ}~ぷるものなり 、

諸比率の差異に依る化合難易

第二表に見るが如く 14000C 附)ftに於ては既に未化合石灰は消失するに至るべき所よりセメント

の第一段焼成難易を比較するにめには 13500Cを撰ぶこととして水艇卒、珪酪卒、鮭時三を夫々一定

l二鐙化しにる諸調合物30種を作り一定に加熱して各加熱物の遊離石灰を測り焼成難易の比較とした

り、其等の結果及調合割合l主主欠の各表に示すが如くにして、 加熱は 13500Cに 10分間保ちfニるも

のを念冷したるものにして、調合割合は:焼成後のものに就き示し7こるものなり、調合割合は之れを先

づ二大別して水硬率 2.0及 2.2のものに分け夏に行々i二就て珪酸率 3.3，3.0， 2.7， 2ム 2.1の五種i二

分り夏に各々の珪|酸卒のものの中に織率:を 3.0，2.0. 1.5，の 3種に制|別したるものじしてボルトラ

ンドセメントは大鰐之等の範園内に包含せらるるものと見るを得べし.タ〈に調合割合及び宮殿結果

ぞ示すべし。

J. 水硬卒 2.0I二して珪酸卒.蟻卒呉る諸加熱物の遊離石JJ，
調合割合 (?-b)

加熱物の
sh， 

『

貧験喬・娩 珪~.主率 織率 AI20:・5 Fe203 CaO MgO 遮高柱石灰7J

3、.3、 3・0 25，32 5・76 1.92 66 4・28

J今・3戸、 2.0 25・32 5・12 2・56 66 3・90

.40" 3・3 1，5 25・:>2 l.61 3・07 66 3・12

3・0 1・0 24・75 6.18 2.07 66 4.01 

3.0 2.0 24・75 5・50 2・75 66 3・74

3・0 1.5 24・75 4・95 3・30 66 2・90

2・7 3.0 24・08 6.69 2・23 66 3・90

2・7 2.0 2~ ・08 5・94 2・98 66 3・31

2・7 1.5 2~ ・08 5・34 3・58 66 2.54 

2.4 3・0 23・30 7・28 2，42 ι6 3・S2

2-4 2.0 23・30 6.47 3・23 66 2.50 

2・4 1，5 23・30 5.82 388 66 I・9宜
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宮

崎

J

E

ド

E

4
8
B

，tB
E目
、

9 

2.1 3・0 22・35 7・99 2.66 65 2・55

2.1 2.0 22・35 7.10 3・55 66 2.30 

2.1 I・5 22.35 ι.39 4.2tJ 6o 1.28 

11. 水硬本 2.2にして珪酸卒.錨卒異る諸加熱物の遊離石灰

賞験努I虎 J.;Ui;皇室事t 全員率 ちi包
3・3 3・0 23・73

3・3 2.0 23・73

J勾.3、 E・5 23・73

3・0 3・0 23・20

3・0 2.0 23.20 

3・0 1.5 23・20

2・7 3・D 22・58

2・7 2.0 22・58

2・7 1.5 22・58

2.干 3・0 21.84 

2・4 2.0 21.8+ 

2・4 I・5 21.84 

2.1 3・0 20・96

2.1 2.0 20・96

2.1 1.5 20・96

第 一 幽一
14 

13 

::tま:L
ー一一二=

Zζζご

3.0 

→ 珪酸楽
2.7 2.4 

調合割合(%)
加熱物の

Alp・3 Fe20:J CaO ivlgO i盗品世石灰94

5・40 1.80 68.05 12.15 

4.80 2・40 68.06 10・24

4・32 2.88 68.05 9・60

5.81 I・93 68.06 10・40

5・16 2・58 68.06 9・40

4.6，~ 3・10 6g.06 7.60 

6.27 2.09 (，8.oG 9.61 

5・58 2・78 <".8.0:' 8・32

5・02 3・34 68.06 7.04 

6.82 2.28 G8.06 8'99 

6.07 3・03 (，8.oG 8.10 

5・4(， 3.54 (，8.0(， 6.40 

7・49 2.49 (，8.0(; 8，32 

(，.65 3・33 (，8.0(， 6.90 

5・99 3・99 68.0(， 6.40 

ム翠
3

帽
曜
か
ん

水

一一

、E・E・、，.E
E

，，

A

V

A

り
ぞ
ひ

内

ο

9

h

・
可
A

-一
一
一
一
一

家

恋

一

・議・

鋭

敏

銭

-・・綴事=3.01
・ ・・鍛率=2.0 ~ 7~頑率

_1 =2.0 
・・・銭泰=lJiJ

2.1 

以上の結果ぞ闘示すれば第

二国の如し、此の資験i二於て

は 13oOCC遜の化合が非常i二

念激なるにめ加熱航件の僅か

の差異が結果に大なる影響ぞ

拠ふるものなれば電気墳の愛

座器は充分細分しfこるものぞ

用ひ 10000C以上加熱速度を

一様に保つことl二苦心せり、

上記の結果及び第二固ぞ見る

に水政李 0.2の差異が石灰の

化合量に於て.')，.-.-8%の差

異を奥へ且つ珪酸卒の大なる

程其の差も大となるを見るべ

し、印ち水硬率i二於ては 0.2

位の差に於ても相蛍焼成難易

の懸絶甚t::l-、三約二珪酸率の高低は全館として高きもの程焼成も困難なるは明かなれども其の影響
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は*硬卒高きもの理大なるは第二国の曲親の傾斜抗態より見て知るを符べし.印ち之をj主に言へば

珪酸卒を低めて焼成を容易ならしむる功果は水硬卒高き色の程著し.更に之を横観するi二珪酸卒3.3

より 2.1に低下したる揚合の遊離石灰の減少は水硬卒 2.2の場合は約 3___4%.*硬率 2.0の揚合

は約 29oなれば珪酸卒の旗汎なる襲化も破率低き揚合は大なる影響なきものと言ひ得べし、三大i二織

率の影響を各曲績の従間陥より見るi二珪酸卒の盤化i二割しては殆ど影響せられず、して水硬率の箆化

l二針して相官影響せらるるものの刻!し、 1211ち71<硯卒高き揚合は織率の低下は相官化合必容易とする

ものにして錨率 1の低下は遊離石灰に於て*硬率 2.2の時約 1%、水硯率 2.0の時 0.59oの差異

を9Q.~、 .以上ぞ大約すれば水硬率の高低が化合に最も影響ーを奥へ次で珪酸卒、錨率となり 、珪酸傘は

水眠率の高低l二比例して餓傘i二相常無関係に影響の大小あるを示し.織率も水E更率の高低に比例し

て珪階率の高低に無関係t二其の溶剤作用ぞ呈することや認めTこり。

要 旨

1. .*')レトランドセメ ント凋合版本;1の加熱試験を行ひ化合進行のJ防態ぞ試験したり。

2. セメント焼成をこはじ考へ第一段に於ける焼成長fF:易を水硯卒、珠酸卒.鍛卒ぞ夫々一定に謹北

しすこる調合原料 30程に就き試験しにり。

3. 質験の結果焼成難易に典ふる影響の大小は其の比率に比例して水般卒、珪酸卒、館三容の順序な

るを数値的l二求めfこり。

4. 珪酸率の影響は蟻卒に~;Ii'~;Ø!~関係に水政卒の高低に比例して大小あるを指摘したり 。

5. 織率の影響は珪酸率に無関係に水政率の高低に比例して大小あるを認めfこり。

(附記、此の笈験に就き大i攻i~tXセメント株式t雪崩:より暗号へ られれる好意に llHU享〈謝意U...表す〉

。昭和1六年十二月 r.八日〉

〔講 義コ

製紙工業に於ける竹材の位置

小栗給;競

(1) 紙の生産及消費

繊維業を利用しつつある諸製治工業中重要なるは紡績、製紙及人造絹続、夏i二下つては火薬.セ Jレ

ロ4ド笥:を製造する繊維工業及化製工業なりとす。就中最も大資本を擁し組織統制tこ於て他工業を

座するの観ぞ呈せるは綿紙製造を業とせる紡績事業i二して昭和5年上半期末l二於ける本邦21j吐の貰

木金合計 433.630.000闘(内務1:込資木金合計.293，931，812図〉にして最近 1年間(昭和 5年 9月

より 6~ 8月に至る〉の原綿l除入27iは 3，568. 904依に上り生産綿綿は昭和 5年 (1月---12.月)

2，524.635梱i二建せり。ノI三併紡続事業に於て取扱ふ針象物は繊維素なれrも加工ぞ目的とするもの故

常時吾人の念頭に去来する化製工業の勾外i二存ると見て可ならん。

化君津1て業l二属する製紙事業は術賞;規模に於て生産憤額に於て未t:遠く紡績事業t二及lまぎれrも本
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手11化謬工業i二於ては大工業fこるを失はす。昭和 6年上宇期末の 14祉の資本金合計は 255，388必ω

IHI (内捌1込資木金合計 189.229.210闘)に してその生産額さたの如し。(粧梼雑，誌グヤモ人昭和語年

]0月続、 60)。但し年度は1.-.... ，12月なり。

第 1表紙の生産及販賀市'j(111位封度〉

昭和年 3度年 昭和 4年皮

3退治 版政 製~ 奴貿

1.305.754，000 1，2')2，597，000 1 ， ~. l S ， 187 ，OOO 1'，379，231，∞o 

更に本邦内地消費高を示せば突の如し(経;玲雑誌、ダ4ヤモシド、昭和 5年 12月 21日競 20)

Y{I~ tt[は何れも封度なり。

昭和 2 年

1，154，238.000 

昭和 3年

1，248，998，000 

昭和 4年

E・337，166，000

而iGて*-よ主151有地の人口は!沼和 8年 JO月初め 62，122，200人なり(矢野恒太、日本国勢固曾 E昭和

4年版コi二擦る〕。之i二因て昭和I3年に於ける人口 1人目・りの紙の消費高を求むるに 20封度郎ち

9 kgなり。

紙の消費'高iま:!t閣の文化の程度並に生活様式等i二密接なる閥係あるは人の周く知る鹿なり。今世

界に於ける人口 1人??;りの紙の消費高を統計に徴するに第 2表の如 し。

(λfirus，λ'l'ie r. Fabri!.'anんFeS!-1t・Amland-Hejt.1929， 82・)

第 2去各凶の 1人前川氏消費高 (1927年度)

l~l 名 消費高 (kg.) l通名 i得賞高 Ckg.) 国 名 消費高 (kg.) 園名泊、抜高 (kg.)

北米合衆凶 62 仰幽 2() 諸 威 14・5 日本 9 

事E 図 37 端i典 20 オー ス トリア 14 伊太利 り

l1¥j 遜 26.5 球 p，j J<) フィンランド 11 西班牙 6 

利 j，品j 21.5 自耳~~ 1') チヱソコ・スロパキア 10 llt園 3 

但し日本の消費高は上に計算せる 9kgをとれり。

之に由て観れば本多111勾I也の紙消費I向は伊太利と同額iこして所謂丈明闘の最下位t二近し。 英米雨園

の消費市iの差は恐らく雨凶人の生活務慣の相違に由来すべきものなるべし近き将来i二於て本邦の

ìVi匙13が英米のそれl二匹敵せんことは岡民の??慣をs異にし日.í~'の程度l二於て 著しき径庭の存する鮪

より甚fご魔qとなきことならんも今後紙消費の漸培すべき趨勢にある ことのみは容易に想像し得る鹿

なり。

(2) 本邦の木材費海

初11って本歩IH二於ける製紙Titf:ュ!なる木材に就て観察するl二北海這に於ける森林資源は既t二輩んとし

Pj~ーの本邦供給地として樺太のみが残れゐ有様なり 。 而も間島の森林も遠から今して i固渇すべしと

は識者の宝々夏・ふる底なり。荒しJlt設は南部侍太地方の森林の荒鹿に錦したるもの多きと、大正 8

年大泊盟原閉館遁の沿線附近t二費生せる松毛患のfこめ大正 12年に至る約 5少年じ亘りて未曾有の

晶害金蒙りfこる現地を旋行閥察せるλ々に依て I唱えらるるl蓮なるが如し、周より原料材のi固渇如何

は木材の年前、費高と現有
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太艇の統計に就きて見、夏に過去の統計と針服する II~: 森林のi回泌は必すしも ji命者の杷延-なら ざるべ

きを感ぜしむ。試に昭和 3年末の数字を示せば次の如し。

第 3表昭和 31f.末樺太森林現有:石数

材極 右翼主

エゾ松及トド松 553，916，000 

カラ松 23，772，0∞ 

雑 木 31，849・000

:lÞr くの如く昭和 3 年末に於ける製紙~~1木材エプ松及トド松の保存高は 5 億 5 こ子高石にして曾て

7 f@.'Y.. は其以上を故へたる'2i;j昨に比すれば如何じも調落の感を抱かざる在得歩。而も此数字は既l二3

年前のもの故其後の消費、 IIJ火、品害ぞ思へば更に減少を艶|菩せざるべからす。

一方に於て製紙舎祉に捌下けらるる数量は王子、富士及神大工業の 3JIl土に夫々年 300jI布石ぞ限度

として鳴きるるものじして第 3表のエプ松及トド松が山火、話t害等の被害に見舞;はるることなく且

其数字にして諜りなからんには年 900i'明石の伐採は 60年の年版ぞ支ふべきなり。目下樺太騰に於

て採れる森林政策は 2011"'-悶蹄天然更新法と稿するものじして慌が上記 8製紙曾祉i二桃下けを契約

せる材積は 20少年 1fG. 8千街石なれども此民めに同胞が用意せる立木は品腕十凡そ 4億石なりと

す。此材積中より所謂探i止法に依りて伐採するもの放{関二契約の最大限度ぞ伐り出すと難色 411J.li 

i二針する 45% ~二過ぎすー。 E樺太胞の抑下け・内規として幼樹の伐採が禁ぜられつつある有様じして

H日和 3年末の 5億 5千高石が『庭教なりせば 20年閉じ最大限の伐採を行ふとするも之を 3悶繰返

へすことを得る筈じして斯くして 60年を経過せる後には最初の伐採地じは 40.--..-60年の樹齢を有

する来Jf材が生長しつつあるべきなり。製紙工揚に於て好んで使用せんとするは樹齢 50.--..-60年のも

のなるが故に上記の 2011"同師天然更新法に して順調に運用し符ば且本邦の紙消費高が原木として

年 900高石の範囲にあるものとせば!将来に於て原料材・の供給に不安なかるべきなり。

弦に於て昭和 3年末のエプ松及トド松の 5fC!. 5千高石に信を置き得るや否やがj将来の製紙業界

の原料需給問題i二重大なる関係を有するや明にして悲観論者は此 5f&. 5千高石に疑ひを懸けつつ

あるが如し。試じ其論者の説く鹿を怖くじ明治 41年完了の調交に依ればお時の樺太臨下の木材積

tま.

生f '!t 樹 し776，745.0∞石

1出j 梨 村f 124，524，000 

計 1.901，269，∞o 

にして大正 14if.調査の結果は

長十 1定 tM 643，211，000石

7悶 ZE tM 85，649，0∞ 

計 728，860.∞o

なり。夏に其後に於て調査せられしものの最後の数字は甑i二第 3表に示したる島にして樺太領有笛

時の 19他石齢が最近に於ては其 1/3以下じ減少せし有様i二して減少率の大なる寅じ駕くべきもの

あり 。 同島領有後の伐採、 111 火、品害等ぞ考I.~~:入るるとするも此減少率は繰りに大なり E云はぎる
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を得歩。調査に疑ひを挿むは悲観論者にあら?とする色寧ろ自然の勢と云はざるを符-t-"

囲より康汎なる地域に繁茂せる立木の一々に就て調査ぞ行ふこと能はざるは言ふ迄もなく 、調査

法としては林相を判断し地積ぞ規準として計算するが一般なり。然るに現在最も必要なる地積が甚

克明確会快く有様にして、例へば樺太島邦領面積として屡々引用せらるる 2889方里はアメリカ水路

部のi毎回より計算せし数字じして我陸地m'l量部の偲園より計算せる而積は 2140方里l二して雨者の閉
じは茸に 199方里の差あり。樺太臓の森林経管に於て基本となれる数字は後者なりと難も果して此

面積に違算なきゃ疑ひなきを得歩。

一歩を譲りて梓:太鹿l二て使用せる森林面積其他に設なきものとするも現行の方法はさi'"じて森林保

存の目的を達し得るじ止り童文字的に極て俄裕乏しききものにして、今後山火、品害等iこよりて材積ぞ

著滅するか或は木材の需要を増大せば 20年間蹄天然更新法る用舎なさざるに至るべし。

悶に樺太l二於ける山火.品害の如何に恐るべきかは大正 8年以後大正 12年或は 13年頃に亘る

数年間の晶害によりて樺太南部の森林 22高|町歩、材積 8，800高石が滅失せる事寅並i二三たの樺太山

林の火災被害に徴して明かなり。

第 4表博大山林火災被害

11~ 火災件強: 木材燃to.石軍1・ 年 火災件鍛 木材燃損石般

大正月年 33 336.949 2 ~ド J勾 J勾 2，058，094 

14年 54 2，231，466 3年 174 3，603，058 

昭和 E年 39 162，356 

111火の被害は輩i二立材ーの損害に止まら?して被害地iこは最初l二雑草繁茂し其後繁殖を見るは白樺

にして再びエプ松及トド松が白樺を倒して美林を形成するは幾十年の後か想像も及ば-t-，森林地は

全く其{買値を失ふと云ふも謹言にあらざるべし。

之必要するに以上諭する鹿を以て見れば製紙原料としての樺太森林の)1寄来lこは柳か懸念なきそ得

ぎるなり。現行樺太臓の森林政策が正しき数字l二立脚するとしても橡測ぞ詐さざる事件の突護はt仕

上の常にして倫安の夢をむさぼるニとは識者の取らさ'る島なり。ヨときと5たからざるとに論なく木材

以外に製紙原料の研究を行ひ盤に躍するの用意を備ふることは甚花緊要なるぺし。

(め本邦に産する竹類

古来竹は松及梅と共i二茅出度きものとして人に喜ばれたるは世上周く知る鹿なり。支那l二於ては

君子、此君‘湘君.青子、滞酒侯等の名あり、蓋し竹斡は直にして邪なら七歩、略々一定の間隔を置き

て節ありて克く節度ぞ示し最冬の候と錐も落葉することなく雅じして気品を備ふるぞ以て古より観

賞植物として愛でられたり。

竹は植物堅上禾本科に属するも曾ては草と木の中間，fj{(物の如く考へられ和漢三才閣総には「竹不

剛不柔.非草非木」とあり。竹類中熱帯地方に産するものの中にはE大なるものあり、就中 Bambusa

arundinaceaの如きは高さ 28m周園凡そ 1m l二及ぶものあり。斯るE竹より成る竹林が一度猛火

に襲はるるや爆聾般々として遠く之ぞ聞く時はパンプバンプ (bambu) と云ふ如く して馬来半島の土

人は建に竹類を綿解してバンプ(Bambu)と名づくるじ主れりと。英語の Bamboo，濁j主語の Bam-
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bus， {弗繭西語の Ban吋同U 等は何れも上記馬来請に原を護したるものなり(本多静六、造林墜各論、

竹頬篇、大正 6，2)。突に邦語のタタは高き木の意味なりと云ふ。

竹は全世界記於τ30 儀属 200 飴麓や算;へ. 就中亜細亜~'I'Iは其主産地1こして 15.0 鯵屈を算l-ïおは

菜館印度、占高来字島より支msを経て邦領千l誌に至る地域1こ及び、 高舎は新高111の如き 12600尺以上
())高知ニも護見さるの

我聞に産するは 9 属 30 犠種じして某属ぞタ~'察すれば次の如し。

1. ま 1: (1 嵐 l'hyllostachys Sieb et Zucc， (i， t:うち〈廊 Ch.inobal1ll加snMaku，o 
2. めにげA's Aru，[}clinaria Michx， 7・ なリぴらにt1廊 se皿iarU1叫血lu;aM紘:no.

3・ さ さ 鹿 Sosn， Mnkino et Shibntn， 8， !札風竹濁 Bambusa. Schr~b. 

4・ Lか<1ごげ扇 Chimobom'も田ai¥Iakino， リ・ !続 '11 廊 Dendro臼hmusNec"， 

5・ おかめざさ~ Sh.ibataea Makino. 

之等諸属の内最も普遁iこして宜重要なるは、ま1:け属にして苦竹(ま1:け).淡竹c，まち O.孟宗
竹は何れも之に属す。壷i轡に産する桂竹 (PhyHostachysMa'kinohayata)も亦此一種と栴せらる。

本邦の淡竹は 1000俄年前、苦竹は時代ぞ明にせざれども何れも支那より渡来せしと言ふ(農商務

省山林局、日本竹類園譜)。殊に孟宗竹は渡来の日最も新くして文化元年(昭和 6年を去る 196年)

際州島津吉貴公琉球より之を鹿児島市外吉野村の仙繊別能に移殖せしを本土l二於けるl鴎矢とし.究

攻元年目黒の人山路弐郎衛門勝孝之を薩州より目黒に移したるが目黒孟宗竹林の最初なりと言ふ。

又一説には山城の宇治黄葉山の某蹄師が唐土より孟宗竹を粛し観賞用とせしが孟宗竹本邦移殖の最

初Jなり E言ふ(大島甚三郎、孟宗笥栽培法.昭和 Q，1)。

突に本邦に於て最多く栽培せらるる苦竹、i炎竹及び孟宗竹「に就いて以下少しく記遇する鹿あらん。

(1コ苦竹 ~Phyllos旬chys bambusoides Sieb et Zucc) は小川竹，J 11竹、唐竹、じが竹.から竹など

とも言はれ巌手鯨以南の各地に産し本邦竹林の過半ぞ占め. 材質硬靭且徴密t二して用建の庚~事竹

類中の第一位1二あり。穫は黄緑色にして紫斑執を有し殆r卒滑なり。秤高長大なるものは高さ 25m

期間的αn，二建するものあり。中空にして殆ど正闘をなすも枝を生今るの面に沿ふて浅きー僚の凹

窪存す。初め絡色にして毎節下に白色の粉あるも老年じ至れば黄色に盤、今。節聞の長さは稀に 6{)cm

に達するものあるも多くは 30C!11 内外なり。枝を生-:;:'る最下位の首'ilま地味の良否によりて異り上プJー

にありては毎節 2枝を生じ其長短等Lから"t'，小枝も亦勾:枝節より 2個会生する島其上方ιにあるも

のは 1節 1枝なり。

花は極て稀に開き且一度開花すれば幹は悉く枯死し、爾後短壊の細竹のみ費生し 6......10年や経て

復奮し再び繁茂すか又は全く枯死す。此現象は竹類共通の性質にして一般仁之ぞ自怨枯正稀し竹林

義培業者の量も恐るる島なり。

壷漕じ於τ 最も多〈利用せらるる梓竹は苦竹に比し著しく大彩なれども爾者の外観~:H類似す。な

ほ桂廿拡末t:在の形態il'知られぎるが故、iこ便宜上苦竹と同一じ醜られつつあの。

て:2J 淡竹 、.(Pbylto租 chysnigra Munro var. Her¥{)nls Sta凶 l はおは竹.あl主化水竹などの捌名を

有し苦竹t二比じ楠寒地t二も生す。外観苦竹と類似する色緯は帯締淡褐色lこして裳踏なし。稗高凡そ
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12m周園却cmを普通とす.中空にして表面卒滑なるも枝を生づ歩る聞に縦線航の問窪あり、初め

淡紘色を呈し節録に白拐密着くるも 3..-..-4年l二脱落し 7___8年を経るものは黄獲するが如し。声湘

は苦竹ょのやや短く鋳節 2枝を生するも上位の節には時に 3枝そ生じ最下の簡には 1殺なる事あ

りの

斡材の:r.語的性質に於て苦竹に劣るも堅瓢なる鞘i二於て勝り且古1)裂性に富むを以て市sl割を習する

制IJ工物例へば茶宰.簾、提灯の骨等の製件に適す。

[3J 孟宗竹 (Phylk>stachysedulis A. et Rivicre) は江南竹.わせ竹等の名あり。 越し南清のtC，十i

i世)j会原産地とするを以てなり。接の表面には紫褐色の細毛布生し日昔紫色の斑貼あり。多くl式市さ

12 m 周囲 30Cll1内外なるも薩摩.把伊地方に於てはJ指さ 26m Ril閤 60___¥10cm に謹するものあ

り 。 慨してif.~2 は苦竹に劣るも i直径の大なる手Il産小第一位にあり 。 同種の什の高さは直径の大なる

もの程高きを常とすれども風零の害ぞ受け易きぞ以て林綾l二生-t.るものは短〈大木の間に介不正する

もの長L。梓は圃形にして市空、内厚く軟質な今。筒閣の距離は比較的短かし殊に地上:6.---7節

に於て犠勿とす。樟は幼時鮮総色にして白勝附著するも年と共に之を失ひ 7---8 .1fにして黄色を呈

す。竹梓の重量は胸高直径の増すと共に増加し比重は却て減少じ金斡の重心は地主約 1.14附近じあ

りσ (tH:節 2校舎生じ小枝は級葉諾生じ末端少しく下垂し容易i二此特徴を認知し符ペし。

幹材は内厚きも軟質なる会以て工護的性質に於て苦竹、淡竹に劣るも材質Ii.:たなる 1~特殊の用 l二供

せられ叉笥は竹類中最も美味なるを賞用せられ、其目的じ栽培せらるn

綿じて竹の持徴は成長の速かなるにあり .曾て濁逸の林業家が我園の竹林を脱察せる時布の先l二

帽子を掛け忘れ翌朝之を探したるに帽子に手の胞かざる程笥の成長せるぞ見て一驚を喫したりと言

ふ。竹の成長の迅速なる事は杭物墜上甚古瀬著なる事にして曾て志賀氏が苦竹Lこ就て賢験せしl蓮に

撮れば笥の成長は初め徐々なるも次第に速度を増し 25..-..-80日にじて最大に達し 1Bの延伸1.5m

l二達する事あり。以後再び徐々に其速度々減歩ゐものにして 11'1の中にありでは日の出後 3.--.-4時

聞が成長最も溢なりと言ふ。 望者くして竹が第一期成長ぞ終る時は最早i在f堅守増加せす、して一定の年

まで材の蒋度を婚すを常とせり。

(4) 我届lζ最ける竹林面積

*手Il内地(沖縄を合む〉の竹林両積ぞ昭和 4年刊行の第六次農林省統計表に求むるじ孔'表の如し。

第 5表本邦内地竹林面積

4手 へク '1- 1レ 田r 年 ヘクタール 町

太JE.4 ，4f.末 lzo，88S.00 121，895・4 大正 1J&jI.* 126.∞7・14 127ρ57・2

大:a.7 4f.* 1 29，Z7Q・27 130，356‘6 ー高利 2"f.米 1 31 ，87.6-43 132，975.4 

大正 10年末 120，097・09 121，097・9

夏に重要なる鯨を基幹ぐればそ欠の如し。

第 6表竹林ぞ有する重要なる鯨

需悪 竹林面積ゅの 弾事 竹林面積(問。 勝、 竹林面稜 (ror)

大分 9・389・2 宮崎 8，3g~ ・5 静岡 v 6，~1I・0
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鹿児島 8，400・2 熊本 4，968.8 

困て内地の竹林は九州地方に多き事ぞ知り得べし。

ヨたに壷濁に於ける竹林面積(昭和 4年末現在)を竹の種類別じよりて示せば突の如し(肇湾綿督

府殖産局調査)。

属島 4，061.0 

第 7表童湾の竹林面積

蛾

竹

竹

竹

竹
桂
樹
別
競

国後(甲〉

18836 

4520 

9723 

竹種類

線竹

矢竹

貌音竹

1341 

288 

640 

竹種類

業他

計

面積(甲〉

436 

39368甲

面積く甲〉

長投竹 2027 孟宗竹 1557 

但し 1Ff' (ま 9f立7畝 24歩なり。

(5) 竹林利用の獄態

現下本邦に於ては竹林は笥の採集を目的とするか或は竹材ぞ伐採して加工し工嬰品ぞ遣るか又は

建築材料等に供するかにあり。今内地に於ける竹材の産出高是第 6::;欠農林省統計表及牽湾総督府第

32統計書に求むるに第 8表の如し。

第 8表本邦内地竹材伐採高(金額〉

年 苦竹 淡竹 孟宗竹 其イ也 線、計 〈図〉

大JE8 7，472，660 313，838 427，386 930，433 ら144，317

9 6，669，896 243，045 422，45う 583，209 7，918，606 

10 6，989，694 227・756 477，471 574，004 8，268，925 

11 6，261，151 218，994 492，586 563，172 7・535.903
12 6，622，683 233，353 582.426 492•129 7，930，591 

13 6，188，567 235，964 575.875 513，011 70513・417
14 5,978•249 219，158 574.141 449・085 7.220•633 

sR和 I 5，035.923 236，010 546.791 511.324 6.330，048 

2 4.650•843 204.211 525・422 434.441 5.814・917
3、 4.528.437 203.830 576，614 412，241 5.721.122 

4 3，905.888 170，821 531.567 310，010 4.918，286 

第 9表窒潤竹材伐採高〈金額)

年 償額(図〉 年 償額，(図〉 年 償額〈図〉

大正 12 1.149・914 14 1.066.029 z 1.945.397 

13 Eρ58.573 日高利 E 1.765.922 3 2，059.558 

蔓潤の最近の竹林産出高は遁i二t曾加し昭和 3年度に於ては内地伐採高の約 40%¥二謹するぞ知

ゐ。夏に内地t二於ては苦竹.孟宗竹、淡竹の順位に於て利用を見つつある事を知り得べし。

更に竹林の副産fこる笥及竹皮の産額を既掲統計表より特記するi二三欠の如し。

第 10表 内地に於ける笥及竹皮の産額

{i) 竹 皮

4手 盗殺 (kg) 償額〈図〉 E差額 (kg) 償額 (図〉

大韮 11 55.446.585 5.844.201 4，558.796 629.752 
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1.2 55.019.651 6.281、413 4.827>559 668.468 

I3 61.299.570 6.531，038 4.843.376 640•061 

q 57. 118 • 16う 6;255.266 4.990•200 6230775 

昭和 E 44.795.760 4.197，016 5.178•056 436.366 

2 44.903.460 4，193.896 6，648，960 417，642 

3、 56，249.621 4.8770245 5，001，'1-28 415.782 

4 56.242.628 4.835・324 5.0170778 414.567 

第 11表肇i轡に於ける笥及竹皮産瀬

年 街償額(図〉 竹皮償額く図〉 年 毛布償額〈聞〉 竹皮償額 (図〉

大正 12 5040443 37，059 昭和 E 782•873 41•268 

13 693・964 28.872 2 569.垂30 38，]05 

14 525.524 340412 3、 1，109.639 63.311 

以上の雨表より知り得るは内地に於ては竹材と殆ど同l買額の笥を産出することと壷j臨二於ては竹

材に比し笥の産出額の割合が内地よりも・造i二小なることなり。

さて上記数表を綜合して竹林産物償額を示さむ。

第 12表 内地竹林産物{買智1(国〉

"f.. 竹材 4奇 竹皮 計

大正口 7.930.5ワE 6.28，.ρ3 o68.468 '3.880.472 

13 7.513.417 6.531•038 640.061 14.684.516 

14 7，220.633 6.255.266 623.775 14.099，674 

昭和 E 6.330•048 4.197，016 436.366 10.96YBO 

2 5.814.917 4.193.896 417.642 10.426.455 

3、 5・721.122 4.877.245 415.782 11.014.149 

4 4.918.286 4.835.:;24 414・567 lO.i68.177 

第 13表基i鮪竹本産物1買額(園)

年 竹中t 符 竹皮 言十

大正 12 1.149.914 504.443 27.059 1.691.416 

13 1.058.573 693.96+ 28.8]2 1.781.l09 

14 1.066.029 525.52+ 34.412 1.625.965 

昭和 E 1.765.922 782•873 41•268 2.590，063 

2 '.945.397 569.230 38.305 2.552.932 

3 2，059.558 1.109.639 63.311 3.232508 

之 i二 ~Bて知り得るは内地に於ける竹林の利用は最近金額に於て減少し盈i轡に於ては念劇i二増加を

見つつある慰なりとす。

之を要するに我国本土に於ける竹林の利用は金額i二於て約 ].000高園にして其中竹材と笥とが相

互制ぎする事は興味あるニとにして竹林もiJr'食料問題に閥{系金有すると云ひ得べし。

(6) 製紙原料としての竹材の位置

パルプ製造法としての亜硫酸法の世界的流行は駆りてスプルースじ針する異常なる需用を喚起し.

本邦に於ては南より北へ.北亜米利加に於ては東より西へ或は北へ更に進んで力11奈陀に向て4恰もI
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水の低きにつくが如くパルプ工揚はスフツレープ、の森林を求めて移動しつつある有様にして.若し加

奈陀に於ける森林資源乏しきや舞え、 ニゥファクンドラ k ドに於ける森林i固渇せん暁i二唯一つ残され

たるは西比利亜に於ける森林なるべし。然し乍ら同地方の交通不便なるし紙の最大需用地なる米

園及層xm'lと地理的じ隔絶せる黙より西比利亜の森林が能く世界的需用ぞ充7こし得るや否や疑ひなき
を得す。

亜硫酸法に代ふるに硫酸臨法又ば曹違法等ぞ採用せばスプJレース材以外の木材を利用し得るも至1)

底新る方法に依て原料材の問題を解決し得べきにあらす。絃t二於てパルプ原料として米，~等の室、

玉萄黍.甘藤のバガス等の紗:物質が物色せられしと難色種々の理由に依りて未t:世界製紙業界の原

料問題を解決するに至らす。:!tfる折から最近竹材i二注目せらるるに至れり。例へばC.G. Schwalbe 

氏 (Proceedings0/ the world Elll[I1merilll! COIZ/?l'eSS，おかo.1929， Vo!， XXXI， 497)及、V.G. E. Hans 

secker氏 (Patier-Fabr.1929，629)の如きは竹材の利用を大l二提唱せり。竹の最も特徴とする鹿は既

記の如く成長の速かなる黙に存し、 Schwalbe氏 (Loc.cit.)は竹は 5年にして充分なる牧獲を得べ

く之を木材中の成長の最も蓮かなるユウカリプタス等に比するも 1んの時日にて足ると言えり。此

勲竹材の有する大なる魅惑なるが如し。

一方に於て竹材をb衣料とする製紙研究は 1870年頃 Routledge 氏に依りて行はれ、其後 Iミ.W.

Sindall氏亦此研究に従事せり。其外フ 4リピン又は傍領印度じ於ても之i二閲する研究行はれしが就

中此方面の研究に久しく従事しつつありて最も有名なるは英領印度のデーラ・ダンなる森林研究所の

W. Raitt氏なりとす。同氏は多年此研究i二浸頭せし結果最近 (1929年〉木材パルプよ'りも廉慣に竹

パルプをロンドン市揚に供給し得るに至れり (lizd，ElIg. Cltem.， News Ed. 1929 Oct.， 20， 8)と言ひ

或は未t:粧碕的には成功の域に達せす・(c.G. Schwalbe， loc， cit.)とも言はる oRaitt氏に依れば印度

及びピJレ?には年 12，000，000噸のパルプを製造し得る竹材存花すと (Ind.Eng. Chem. loc. cit.)。果

して此言の如くならんには貫にパルプ原料の一大賓庫と言ふベく竹材の研究は誠に紙或はパルプの

問題ぞ解決すべき有力なる手段と言わざるべからす。

(7) 日本及支那に於ける竹棋の製造

片山直人氏著日本竹譜下巻(明治 19，30) ¥二竹紙製造法として記載せられし廃を皐ぐれば次の知

し。

r竹紙の期に供するl二IJ:苦竹其他繊維轍密柔軟なるものを良とす。其法苦竹ぞ適宜に識断し.之を

錨槌じて打障し油i-I-盤を加えて煎るこ e2"-'3時間繊維能く分離することを認めて.之を清水l二て

能く洗ひ且晒白粉を以て晒し抄紙槽に入れ抄て製すべし。抄紙器械にて大l二製遺せば愈盆あり.竹

紙lま其質強くして鰍密純白殊に美麗なり。」

竹より抄紙する事は古くより支那t二於て行lまれたる鹿にして其起原詳ならす。現今に於ても竹紙

は多量に製造せられ需用を見つつあるが刻lし。製法はご園氏(二闇三樹三、工業化墜雑誌、明治 42，

18， 823)じ依れば原料として孟宗竹の生後 3，....4ク月のものぞ用ひ製造操作は三大記肇漕にて行はる

ゐ方法k其規をーにするが如し。
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肇漕に於ける竹を原料とせる製紙工業は嘉義を中心とし家内工業として強達し専ら金銭紙の製造

に使用せらるo 因i二金銀紙は祭Wf['用として燃壌に供す。竹紙製造法として肇漕綿督府殖産局調査報

告(昭和 5年)中t二現はれたる鹿ぞ摘録すれば突の如し。

H 

朋ひらるるが如し。笥lはま4句手f年F陰暦 3月上句より中句iじ二亙り護生す。裂生後 4却0，-...5印0日4を甘粧過し 4月

中句若しくは下句に這すれば枝 3.--4木4を甘開くlじ二至るベし。是に於て製紙業者又は紙の原料fこる竹

の織維調製業者は人夫を使役して根元より伐採し之を1.45，-...1.48111 の長さじ切断しfこる後11、なる

は 2つ'Ii"J.大なるは 4つ制となし 30，--.，36斤の重さに束ねて製造所に運搬す。

竹京氏を漉遣するじは先以て繊維卸ち竹称の調製をなさざるベカ、らざるも製紙業の旺盛なる地l二.:tE

りては竹林の所有者は販賓の臼的脅以て繊維の調製のみを営むもの少なからす。之を調製するl二は

先づ上の如くして採集せる若竹の組織を崩解して其繊維を離解する諮解池町ち餅の襲置ぞ必要とす。

若竹ぞ浸漬すべき倒を築遣するlこは傾斜地岳地均して之に大なる穴を捌り周園並に底は石を盤み

夏にコンクリートを塗布し低地に向へる底には排水管を装置す。而して削の容積は深さ約 2m. 巾

4m.長さ 6.--14m とす。

若竹の浸水法に 2種あり。ーは石灰漬法他は淡水漬i去なるも歪j替にて行はるるは専ら前者にして

石灰の量は必すしも一様なら七久若竹 6000斤につき少くも 500斤多きは 800.--900斤なり。浸漬

に常りでは制巾に柑嵩ーする長さの竹を凡そ 1mを隔てて横へ其上に交叉して老竹数僚を置き後凡そ

30 斤に束ねたる原料ぞ敷き石FR.~旨撒布し:撚る後再・び原料を置き石灰を撒布しrn相官の量l二達する迄

之を繰返へして堆積し終はれば其:上ぞ樹皮又は樹葉にて覆ひ更に其上会長き;やl竹にて押へ更に石じ

て座しfこる後水をj主入して浸漬す。

石灰水に浸すこと約 2ク月なる11寺は若竹は多少腐蝕するに至るべきを・以て竹の排水口を聞き汚水

ぞ除き同時に糾の外に竹を取出し竹の聞に狭める石灰を掻き離し一方竹内の掃除を充分t二しfこる後

再び削に移し付日 ]n司又は 2日に 1同水を入れ換へ約 10問此操作を繰返へしi先織をなす。斯く

して出来上りたる繊維は市場に出すか或は竹漁民製造に利用すの

叙上の如く製したる竹締はm搾肢にかけたる後12cm内外に切断し之ぞ石輸仔に掛くるものなり。
石輪仔はピーターの 1部の作用ぞなすものじして此旋置は直径約 20cm深さ 23cm前後の園き凹

所会作り之に陸自を柔IJみにる直径 36.--40cm r¥J ，15 cm 仕の石車や設備しにるものなり。凹所の}司

法は石にて畳み底は漆喰を以て岡め中央に柱を立て石車を支ふ。之ぞ岡轄するには普通黄牛による

ものにして先に塵搾せる粗繊維を破砕す。各工場には普通石輪仔を 1ク乃至 2ク備ふるの外野仔と

栴する唐白紙の破搾器ぞ用ふる工揚あり。

石輪仔若しくは封仔にて破砕せる繊維を更に品!日く破砕せんがlsには凸磨を使用す。之は漉畑 1・個

l二っき 1倒ぞ使用するものとす。

上記の操作を経たるものは漉舶に移し水と共に撹持し不溶解の粗繊維素は掬ひ去りて簾床を以て

抄く、漉舶は石にて畳みたるものにして長さ 2.--2.5111巾1.2m 深さ凡そ 1mなり。小規模の製紙
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業者の多くは天日乾燥を行ふも規模大iこして白皮製造を矯すものは乾燥室を備ふ、之を熔仕と稽す。

乾燥室は間口 2問、奥行 4間乃至 7聞にして土ぞ塗り，て壁となしたるもの、焚口は雨端にあり

て幅 30cm高さ 45cm，薪を焚き終り炭化せし11寺保温の矯扇卒の大石片を以て之を塞ぎ夏l二粘土会

以て其間際を密閉するの設備をなす。熔仕の雨面は卒滑なるを以て上下 2列に生紙ぞ貼布して乾燥

を行ふ。

三欠t二銀紙の製遣は極て簡軍にして原料紙を一定す法i二切り糊を以て錫箔ぞ貼りたるものにして、金

紙は之じ金薬密施して遣る。但し金業とは支那四川省より輪入せる椀花l二明饗を加へて煮詰めたる

ものにして錫箔の上じは刷毛を以て塗布す。

憂趨じ於ける竹紙の製法は支那俸来の粗製法にして技術未熟にして其品質轍入品i二劣り生産費不

廉なりしが近時肇i母製紙株式曾J祉、豊原製紙製材株式曾枇製紙工揚等i二於て機械設備t二改苦・を加へ

?こる結果多少品位は向上し憤格も低減し漸失支那品の犠入を防遁するに至りたるも消費最も多き白

皮(銀紙材料)に於ては尚古来の装置t二依り嘉義在中心とする111問地方i二行はれ支那轍入品に塵迫せ

らるる現航なりと言ふ。

一方に於て明治40年頃製紙原料としての木材の需給l二就て悲観論盛なりし嘗時三菱製紙株式曾枇

は肇i母嘉義臨下清水漢の沿岸に存在せる桂竹林に着眼して 3000町歩の掛下けぞ受けて向島に明治

41年製紙工揚の建設に若手し岡崎年竣成亜硫酸法じよりて製造に従事せり。其規模は蒸煮釜の大

a.16X24尺.月産 300頓程度のものなりしと言ふ。因i二蒸煮法i二アルカリ法を採用せすして亜硫

酸法じ擦りしは醤時曹達が不廉なりし震なりと言ふ。蔓湾lま気候の関係上亜硫酸蒸煮波の製法困難

にして同枇が新法ぞ採用せしは製紙技術冶著しく不利に隠れしのみならす-其他の種々の困難(後じ記

さん)¥二遭遇せし:嬬濯に之を放棄して今日t二及べり。

(8) 竹材製紙の難詰

竹材i二闘する w.Raitt氏の研究l二よれば竹より得らるるパルプは黄色を呈し漂白iこ多大の経費必

要し且*率甚記少なしと言ふ (w..1-1.仰 dt!rso1Z， Modt!m Patt!r-Makillg， 1929， 331)。竹材パルプが木

材・パルプに比して甚百不廉なりと言はるる一因は此島t二存すべし。区iて之等の困難を経情的t二柾服

するl二非ざれば市揚i二於て木材パルプと角逐冶期し!難かるべし。

二園氏i二依れば竹材より得らるるパルプの4欠率は凡そ 80%なりと。市して壷i替の桂竹は卒均 1

本の重量 6r--7封度の範閤i二あるを以て 1本の竹より得らるるバルブ1ま僅l二2封度前後にして木

材i二比して牧塁手甚1:下位にあり。

新る賠より離れて竹材を原料とする揚合l二考ふべき鹿少なから歩。殊に重要なるは豊富なる竹材

ぞ最も容易に或一地黙に集め得るや否ゃに在り。製品の4欠率の外に原料材の廉不廉は影響する鹿極

て大なり。試に今樺太i二於りる数T揚i二就τ工揚原債の内諜ぞ見るに次の如し。(経焼?市'誌ダヤモン

}O、昭和 5，10月、 21披 16)。

第 14表印刷紙原慎

種目 A工場 1~ 工場 樋目 A工場 B工場 種目 A工場 B工場・

木材 53・O~;; 41.6 % 動カ費 4・9~ジ 2・3% 経費 24.0% 32.2 % 
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蒸汽貨 5.8 5‘7 薬品質 12・3 18.2 計 100.0 100.0 

第 15表晒パルプ原償

種目 C工場 D工場 種目 C工場 ])工場 種目 C工場 I】工場

木 材 41.6 % 47・4~ぷ 人 件 E量 3・5% リ・2F4 総.. 1I・1%、 7・3%

蒸汽叉11.石炭 10・3 10・9 消耗品及用具 1.6 1.6 音「 100.0 1000 

官Z カ 2.8 2.5 係 繕 資 2..1- 4・3

薬品代 21・ 1I・9 荷遁及運搬 5・6. 4・9

之に由て観れば印刷紙にありては紙の原慣の少きは 41%多きは 53%j}木材に依τ占められパ

ループの揚合i二於ても叉略同様なり。従て木材を可及的廉慣に利用する事は製紙工揚の第一要件なり。

弦に於で本邦の製紙工揚殊にパルプ工場が内地より北海道へ、北海道・より樺太へ移動せるは竜も怪

しむに足ら?・。まfこ同じ樺太に於ても北部に準むに従ひ森林豊富にして且トド松に比しエゾ松の割

合多く森林の質良好なり。(工揚技術者の言に依ればエゾ松はトド松i二比し牧率に於て凡そ 5%勝

れりと〉。斯の如く北部地方は南部地方に比し二重の利盆に浴するを以て最も新らしく建設せられし

樺大工業曾枇の窓須取工場、富士製紙曾祉の知取工揚が樺:たの北部に存するは正に首然のことなり。

更に之等雨工揚は夫々葱須取川、知取川に臨み木材の運搬に少なからざる利盆を得つつある外雨工

場の附近には夫々大卒炭鑑.登帆茨鎮存在し低廉なる動力ぞ得つつあり。

踊って内地及壷漕に竹を利用する大規模なるパルフ・工揚叉は抄紙工場を建設せんとする時果して

葱須取又は知取の如き有利なる地賠存在すべきや否や疑ひなき;ai!i-t-"。

此外三菱製紙曾祉が肇潤に於て経験せし鹿に依れば同島の所謂無限の大竹林と雄も年に 4，000，000

本以上の綾竹の伐採を許さざる有様にて既記の如く 1本より 2封度のバJνプそ得るものとせば年産

僅々 8，000，000封度に過ぎ-t-"して大規模の産業としての資格に乏しきを見るべし。夏に竹材そのもの

の慎額を無脱するとしても伐採朋は毎年 11月より翌年 3月t二亙るぞ以て此期聞に伐採して貯蔵せ

るものを 1タ年聞に使用するものなるが貯蔵中雨期を経過する時は竹に著しく織を生じ腐蝕す。腐

蝕せるものはパルプ原料としての憤値甚花小なり。なほ竹は陣木パルプとして使用し得す且破碍t二

困難なる快鼎iあり。

之等の諸黙を見来れば紙の眼科としての竹材は木材に比して決して有利なる地位にあら今、寧ろ

幾多の不利の存することを忠はしむ。従て近き¥1年来に於て近代的産業として竹材を利用する大規模

なる製紙工業が企てらるることあらば、夫れは恐らく無意裁の竹林の存在すと言ふ印度.ピル 7 の如

き地方なるべく本邦の如きにありては特殊の目的を持つ小規模なる製紙工揚ぞ別とし一般的には製

紙原料としての木材がi固渇せる後に於τ初て考慮せらるべきものならん。因に悌領印度支那なる東

京i二於ては竹バJレフ・の製造が行はれ其製品は市場iこ供給せられつつあり b 同地方に於ては高き閥税

の障壁に依て該工業が保護せられつつある如し。

(9) 竹材繊維素研究の必要

(8)に於て著者は製紙!原料としての竹の快野iを事ぐると共h二ァ般的に本邦に於℃は竹J材製紙は企業

慣値i二乏しき&漣べYニり、と難色、之は現在の智識や以て他を律するの同険を敢てし7こるものにて竹
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の繊維棄に今日以上の特徴を認め得にらんじは問題は自ら別個のものならざるを得歩。

現在竹の繊維素の諸性質t二闘する科撃的認識は決して豊富なりと言ふを得歩。貰際家の聞に行は

るる設を聞く i二、竹の繊維はからみ合ひの強きをf必要とする模造紙じ遁せす。印刷紙としては高憶

に過ぎ木材繊維の利用範囲の極めて康汎なるじよじし用途極限せらるるの感ありと言ふ。然し乍ら竹ー

より得らるるパルプは決して品位劣等なるl二あらす.唐紙又は垂仙紙、特寓紙、吸取紙、フルスキャ

ップとして甚充良好じして殊に唐紙としては他繊維の企及すべからざる特徴ぞ有し殆ど竹の繊維iこ

限らるる有様なり。本邦i二於て抄紙せらるる唐紙じは約 50%の竹パルプが配合せられつつあり。

之等は貰際家の経験より蹄納せられにる鹿i二して、之等の性質に開聯し或は其他の性質i二就て科

準的研f究を必要とするもの少ながらざるべし。従来行はれし竹t二闘する研究は主として竹の分析じ

あらざれば竹より繊維素の抽出じ闘するものじして、竹の繊維素の本憶が如何なるものなりや.或は

竹の繊維業ーが如何なる性質を有する1か等t二就ての研究は極て少きが如し。新る研究こそは竹を産す

る地i二生を営む化筆者に課せられし使命なるべし。

附昔日、本稿~記するに蛍リ種キの資料た輿へられし三三菱製紙株式曾福士常務取締役二国三樹三氏及室湾総督

府高官産局加藤晴治氏に厚く謝意た表す。

硫酸饗土の精製法

宇野昌卒

緒言

硫酸饗土は現在製紙工業用対:¥二浮71<.J:flとして必要快〈可からざるものである。而して経憐上の問

題は暫らく措くとして本邦の如きZドーキサ 4ト(ア JレEナ原料)¥二乏しき岡i二於ては粘土ぞ原料Eし

て純粋な硫酸磐土を得.之より更l二アルミナを製して金属アル iニウムの原料じ供し得るや否やぞ

講究し置く事も亦必要である主恩ぷ、。此慮に聯か本題ぞ記して参考じ供する次第である。

硫酸馨土の製造法

敵米では>1'ーキサイトぞ原料・とする.通例Zドーキサ 4トを硫酸(比重1.35-1.50) で慮理して所

合ア:}レ Eナを溶解するのである。此際原料中の域分色亦同時l二溶解してくるのであるから際料とし

てはなるべく蛾分の少なきものぞ撰ぶのである(但し後に記るす Bayer法の如きは載の含量l二重き

ぞ置くより色珪酸の含量に重きを置くのである)原料中の錨分を容解せしめざる様じ橡め原料を熱

B経理して置く方法もある其他種々の方法が文献に多く見らるるiJ;此鹿には省略する、兎l二角斯くし

て得fこる硫酸磐土は更l二精製ぞ必要とするのである。

最も純粋な硫酸磐土ぞ得んじは最初l二純粋なアル iナを製し之を硫酸で溶解して結晶を得る方法

ぞとって居る。 Bayer法t二て直接アル Eナ製造の原料として採用するボーキサ 4トの品質は A1ZO"

55-60 %. SiOz 2-6 %. Fep:l 10-20 %. Ti02 1....，;.8 %.水分 15-30%位のもので餓分合有量多き

も珠醜含有量少きものぞ撰ぶのである.之i二封して Bayer法を採用して直接じ純粋の7)レミナを製

し之を硫酸で溶解しi結晶を得るのである o' Bayer 法はボーキサ.f1-から純粋なるアル Eチ冶製造す
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る方法で間接l二本問題主闘係があるから弐t二表題ぞ別にして説明することとする。直接i二ボーキサ

4トから純粋な硫酸磐土:a製出する事も出来るが原料・に制限がある.是れiこは Whitebauxiteと言
ふて原料中 Fe2030.3-1.5 %位の品質のものが用ひられて居る。

我園ではボーキサ4トは産しない‘本邦産でアルミナ含有量の比較的多いのは或種の粘土と明磐

石である、粘土は普通 25-35%'朝鮮産明磐石は 30%位のアル Eナそ含有して居る。 Zドーキサ4

トは硫酸島理前t二熔麗しないが White. bauxiteの如き珪酸多きものは 6500C位i二倍麗し置く事が必

要であるが粘土及び明馨石も硫酸島理前i二 600ー700
0
C I二培農し置く必要がある.粘土の主成分な

るカ才リナイト (AIP3・2SiOz・2H.P)又は明磐石の主成分なる Iく20・3Alz03.4S03.6HzOぞ夫々分解し

て硫酸に溶解し易カ、らしめる矯めである。通例原料としては域分の少きもの冶撰定するが粘土iこて

Fep" 0.5 % 朝鮮産明磐石じて Fe~03 0.5ー1.0%位のものである。此他火山政の一種じ 30%位

のア Jレtナ含有のものもある、 コロ 4ド壌土の如きも夫れであるが蟻分が多過ぎる.又満洲産の硬

質粘土と稀するものは A1P:，50 %. Si02 20 %位のものである。

アJレtナ原料を熔焼し硫酸盛理を行へる後稀鰐し静置し鴻過して硫酸響土溶液ぞ牧める、煮詰めて

比重1.55位にする.之を放冷すると結品して全部が塊賦となる、又ーの方法は比重 1.35-1.40の

黙で煮詰めを中止して冷却すれば一部分結晶する、母液と分離して梢純粋のものが出来る。此昨蟻

騒を強め第一銭盤に還元し置くと更t二純粋な結晶が得られる叉硫酸加里を加へて加里明馨とすれば

再結晶法による精製が容易となる。

ポーキサ4トよりアルミナの製造法

Bayer法や説明する、前記の分析結果の如き原料Zドーキサイト郎ち織分多少多くとも珪酸含量の少

きものを加歴確に牧め苛性曹達で島理するのである。アルミナはアルミ酸普達となって可溶性とな

るカー嘩及びチタン等は不溶性である、此庖で雨者を分離する事が出来る.而して珪酸はどうなるか.

珪酸は一旦は可溶性の珪酸曹蓮となるが操作が加歴のでt二行はれるから此珪酸曹達はア JレEナと複

盟 (AIP3・NazO.3Si02・9Hp.)ぞ形式する、此複瞳は不溶性であるから鋭、チタン等と同-1二健内t二不

溶解物質として残留する、印ち描則すればア Jレt酸曹達と分離せられるのである、従って珪酸と結合

して複盤ぞ形成しすニ丈りのアJレEナ及曹達以損失となる葬であゐ、前i二述べfニ如く成るべく原料中

に珪酸の少ないものを撰定せねばならぬ理由が此島でわかるのである。弐i二加歴櫨の内容物を取出

し之会稀障して描過する、此時のアJレt酸曹達溶液は11.中 AI20380 g. Na20 as hydroxide 96 g. (Na20 

as Carbonate 24 g.)位となる様に仕上けるのである、此祷液を冷却し AI(OH)3:a結品種子(前操作に
て生成せるもの〉として溶液に加へ強く撹持しアル E酸曹達ぞ分解してムI(OH)3を沈澱せしむるの

である、之を描過する、措液は濃縮して苛性曹達とし再ひ'原ボ、ーキサ 4ト島理l二使用する.沈澱せ

るAI(OHh !ま熔農墳で熔麗してア JレEナとするのである.金属ア JレEニクムを製造するには此ア Jレ

fナ必氷品石と共に熔融し電解するのである、叉純粋な硫酸磐土を得るには此アル Eナぞ硫酸で溶

解するのである。

硫 酸麓 土の用 途



24 早稲国際期化運努曾報

此鹿で硫酸馨土の用途t二就て一寸説明して置く。現在硫噌馨土は製紙工業用及び海水用に最も多

く使用せられて居る.此他媒染剤、レーキ製造用、 Satinwhite (嬬白子〉の製造用、繰革用、鹿水庭

理用、石鹸慶液よりグリセリン岡牧の際に蛋白質除去の目的等に使用されて居る。製紙工業用とし

てはサ4ジングじ使用するのである、サ 4ズする際にパルフ・にzサ4ズ液(樹脂石鹸の稀稗液)ぞ加へ

同時に遁嘗量の硫酸馨主濃溶液を添加する、樹脂石鹸は分解して樹脂と少量の樹脂とアルミニウム

!との化合物が出来る、此物がパルプの繊維閉じ定着して製紙の耐水性を増すものである、叉押水用

としては硫酸磐土を原水に加へ暫時放置する、或有機物は凝固沈澱する、之を譜過して給水するの

である。此理は硫酸馨土自身の加水分解による外に原水中所合のアルカリ(時としては添加しfニるア

ルカ'リ〉の矯めに腰朕の水酸化アル iニウムが沈澱する、之が水中の不純物ぞ吸蔵して沈澱し能く伊

水の目的を建するのである。大腫硫酸饗土の使途を見ると米岡の例であゐが生産品の 60% は押水

用に其 355'6'は製紙工業用l二他の 5%丈けが是以外に使用されて居る有様である。

硫酸馨土の精製

良質の紙には寵跡の蟻も害があると言はれて居る従って製紙工業に用ゆる硫酸饗土は蟻分の合有

量の最も少なきか又は皆無のものを必要とする、叉レーキ顔料製造用にも蟻ぞ忌むのである。前~

の知くポーキサ-11-を原料として 13ayer法によりてヌ Jレtナを製L更にア Jレtナから純粋の硫酪磐

土を製すれば宜しからんも本邦の如くボーキサ4トを産せす先づ粘土を原料として硫酸磐土を製造

するじは此硫酸饗土の精製が最も必要となる。而して純粋の硫酸饗土が出来れば之れから純粋のア

Jレtナが出来此喜郡宇なア JレEナを原料とすれば金属ア Jレtニク ムも出来ると言ふ事じなる。従って

此鹿に精製法に闘して概要を記さ う。

硫酸饗土の蟻分を除去する方法ぞ此鹿i二先づ精製法と言ふのである.此方法は大韓三種ある。

(A) 溶波中から鍍分か沈搬する方法

(B) 硫敵磐土のみた沈澱さぜ銭分か溶液中lこ残す方法

(c) ;1(;11也の方法

更l二(A)(B) (C)じ麗する各種の方法ぞ分類すればさたの如くである。(A)に属するもの (1) フツレ

シャンプルーとして域分を沈澱する法、 (2)硫化物として錨分や沈澱する法， (3)水酸化物又は盟基

性硫酸盤として蟻分を沈澱する法、 (4) 金属織として沈澱する法， (5)燐酸堕により蟻を沈澱する

法、 (6)有機酸堕類として舗を沈澱する法、 (B)~二属するもの (7) 結晶法， (8)堕基性盟を分離する

法、 (9)アルコール法、(c)~二属するもの (10) 電解法、 (11) 加熱法， (12)吸著法等である。

(1) プルシャシブルーとして鏡走沈癒する方法一黄血盟や使用して硫酸馨土中の蟻を沈澱する方

法である、 1854年 Barrnel氏が最初t二試みに方法である、此鹿で一寸黄血盟と赤血盟とが夫々第一

蹴堕及び第二銭盤と反感する式を簡軍t二記せば弐の如くである。

[1] 4Fe+ + + + 3K.JFe(CN)G]----→ FeJ:Fe(CN}'1 
葉血強 7"レシャンプルー

[II] 2Fe++ + KJ:Fe(CN)G]----→Fe{Fe(CN).;] 
白色決澱
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酸化 -
zFe2[Fe(CN).;]→Fe4[Fe(CNA;l1 

ゲルジャンプルー

[III] Fc+ + + + K;{F叫.
赤血堕 褐色溶液

LIV] 3Fe+ + + 1-三日[Fe(CN，'o]---→ Fe;{Fe(CN)o1・
ターンプルスプルー

黄血皆目を使用すれば溶液中に加里が混入するが加里の少量の混入は害にならない。黄血盟~使用

する揚合に第一蛾盤の欣態であれば先づ.之ぞ第二蟻に酸化せねばならない.此酸化ぞ行~.、には普通

盟素ぞ使用する、而して過剰の堕素は空気吹迭じより掘逐せねばならない.何んとなれば過剰の盤

素あるときは[Fe(CN)ol----→[Fe(CN)G]---なる農化が起り [IIIJの式の如く褐色溶液となり蟻が

沈澱せぬからである。黄血盤を添加する揚合l二lま所含載分l二割して丁度沈澱に相、宮する計算量丈を

加ふる事が必要で・ある、 tuJんとなれば黄血盟はプJレシャンプルーを溶解する傾向があるからである、
一種のコロ 4ドj伏の KFe[Fe(CN)o}Hpを形成すると見られて居る。元来フツレシアンプルー夫自身

がコロ 4ド性のもので且叉硫酸馨土夫自身が如水分解を起して水酸化アル iニウムのどドロゾJレぞ

形成する黙から此沈澱の分離は作業上不便ぞ感じるのである。 Q[Iち此沈澱作用l二宮つては硫酸饗土

の溶液の酸性度、其濃度.其温度等が最も考慮ぞ要する重大な問題となるのである。水酸化アル tニ

ワムのヒドロソツレ中ではフ・Jレシャンプルーの生成が遅れる、是等に就いては Reitstatter氏の報告があ

る(品11.ZtSCfll".， Bd.21， 1917， p. 197)。

硫醒饗土溶液の酸度と 』フソレシャンプJレ』の沈澱作用に付て記せば醸度が蝕り高ければ沈澱し難

く且描過も困難である叉齢り低ければ硫酸馨土夫自身が加水分解ぞ起してヒドロソツレぞ形成しプル

シアンプルーと共じ沈澱して硫酸饗土の得量ぞ減歩る事となる。 Tilley氏等の報告によれば液め水素

イ才ン濃度の最遁は 3，2-3.8とある.水素fオン濃度 2.0であっτは数週間経過するも完全i二沈澱

しない.且叉鴻過するも無色の液となすは困難との事である。黄血盤で舗を沈澱する揚合じ亜鉛又

は銅の硫酸臨溶液念少量加へ置くとプルシャンプルーの沈澱作用を助ける、亜鉛又は銅瞳は黄血堕と

不溶性沈澱を作るからである、つまり蟻よりも猿集性が大きいカ、ら沈澱が促進され措過が容易i二行

はれると云ふのである。珪藻土も同様の目的に使用し得ると云はれて居る、叉硫化枇素による法、其:

他酸化亜鉛、炭酸盤、珪酸盤、硫化物を加lへて置く方法等がある。 Milb品目及び Skutil雨氏の報告

によればアムモニクム明饗溶液 (2000cc. ¥二 75g・~溶解しにる液〉にて黄血盟のみ使用せる揚合i二

含有蟻分の 93.6~95.2%を除去し得fこと云ふ、但し沈澱の沈降は蓮く諸過し難き矯め数同措過を反

覆して漸〈無色の溶液を得すこと云ふ事である、沈澱促進の目的で硫酸銅を加へた場合は'含有蟻分の

¥)9.1-99.7 %そ叉珪藻土の揚合i二は 98.93-99.96% ~除き得fこと云ふが鴻過は二同行ったと云ふ

のである、其時の酸度に闘しては記載がない。上記の外じフ・JレシアンプJレー冶生成せしむる二方法

がある.第一は第一蟻盤に黄血盟叉は赤血盟を作用さして夏i二空気により酸化してプルシアンプル

ーぞ形成沈澱させる方法で第二は青酸加里を使用する方法である、其式は

[V] Fe++ + 2CN-→Fe(CNi.J (帯賀補色沈澱〉
[VI] Fe(CN)2 + 4CN-→[Fe(CN)';l一一
4Fe+ + + + 3[Fe(CN)6]---ー→ Fe.[Fe(CN)o13 プルシアンプルー
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第一の方法では沈澱が仲々漉過し難い.第二の方法では [VI]式の反感迄完了すれば含有識分の

95.9-96.9 %迄は除き得ると云はれる、叉青眼加里の量は 7Feに針し 18KCNぞ最適とし蟻盤は一

部が第一蟻盤で一部が第二蟻臨である事が必要で・あるし是れは Milbauer及び Skutil雨氏の報告

する鹿である。

(2) 硫化物として鎖走沈澱する方法ー VonPetraeus氏の硫化アルカリぞ使用する方法.Stohl-

mann氏の硫化カルシクムを使用する方法.Milbauer及び Skutil雨氏の硫化パリクムを使用する方

法等があるが何れも結果は良好でないとの事である。

(3) 水酸化鍍叉は瞳基性硫酸鎖として沈澱する方法一此方法に闘する報告は置に多い今アルミニ

クム、蛾及びチタニクムの硫酸盟混合液に徐々にアルカリ;a.加へて酸度を減退せしめ行くときは

Ti(OH)4が最初じ沈澱し.Fe(OH)3が次t二沈澱し最後に Al(OH)aが沈澱する、然し貰際に其聞にや!

然と匡別が付かないから三者の沈澱ぞ個々別々t二分牧する事は困難である。

硫酸馨土中の遊離酸を中和して後沈澱剤を加へる方法ぞ記せば最初にアJレtナ又はアJレEナ原

料ぞ以て中和して後沈澱聞として石灰乱、石灰石.苛性アルカリ等ぞ使用するを使とする。又加l水分

解を起きしむる方法を記せば硫酸饗土溶液ぞ遁度に稀稗して盛んに煮梯し且携持するi此際アJレ

カザ及びアムモニクムの硫酸堕そ添加し置くのである.但し稀揮するから後t二煮詰めに費用を要す

る。叉蟻を第一蟻盤l二還元し置き次i二不溶性の第二蛾堕を形成せしめる方法がある。印ち初めi二還

元して次l二才ゾーン.過酸化水素、過酸化パリクム、過酸化曹達.二酸化満俺等で第二蛾堕ぞ沈澱す

るのである。

叉第一蹴堕に還元し置き 7 ンガン酸堕.過?ングン酸盤、マンガン盤、水酸化 7 ンガン等t.e使用する

ことがある、此揚合にはマンガン及び織は水酸化物となって共に沈澱するのである。叉酸化鉛 Pb02

を以て鉛酸蟻として沈澱する方法がある又酸化鉛使用後じ炭酸鉛又は炭酸瓦斯を用ひて撰集を容易

ならしめ.夏に Pb02• Ti02• Mn02等の屠ぞ遁過せしめる方法もある。叉錫.アンチモンの酸化物、

タシク烏ステン酸曹達にて蟻を除き得るといふ報告もある。上記は何れ色水酸化物として蟻ぞ沈澱す

る方法であるが何れも草純の作用でなく加水分解作用が起ってヒドロゾルの凝集を助ける作用をす

るものもあって複雑である、要するじ硫酸欝土の酸度.漉度、温度等に大闘係があるのである。此

方法印ち水酸化織として除く方法は作業上アルミナの損失ぞ菟れざる蹴黙がある、若しアル Eナの

損失ぞ免れんとし硫酸馨土ぞ稀轄すれば後の濃縮l二多くの費用そ要することじなる oSchmatol1a氏

は燐酸を少量硫酸饗土溶液i二添加し置くとアルミナの損失ぞ防ぎ得ると報告して居るが果して然る

や否や。弐i二盤基性硫酸臨として沈澱する法会記さん、 Dula氏は己じ 1877年に茨酸石灰又は水酸

化石灰を使用して蟻を堕基性硫酸臨又は水融化物として沈澱する方法を費表して居る。此方法は沈

制作用遅く到底フ，.}レシアンフツレー法の如きにあらざ、れど描過し易い結が有利である.今硫酸馨土の

稀薄溶液に炭酪石灰又は石灰乳を加ふると冷液の揚合iこは蟻は堕基性硫融織として温液の揚合l二

は水槽化織として沈澱する.過賞の濃度の冷液tこ之t.e>>軍用するときは放置数日l二亙るとき水酸化繊

ヒドロゾソレが凝集し始む、 アJレEナは接集しないで溶液の航態そ保持する、此操作t二も亦液の濃度
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の如何が大開係を有するのである.除り濃厚では蟻は数年放置する色沈澱しないのである。石灰類

の代りt二苛性皆遥そ使用する揚合にも同様な事が認められる、稀薄溶液で低温で蟻が沈澱し始める

のは液の水素イオン濃度が 2.2 位の瓢からである(鼻の溶液からヒドロゾJレに捜す-る里~i)。 諜厚溶液

では水素イオン濃度が 3.5以上 5.0迄でも蟻は沈澱せぬ且叉濃厚溶液ではアル Eナは PH 4.0位

から沈搬を初むる従って水酪化繊とア JレEナを分離する事は困難である、分離の出来る範閣内で溶

液は濃厚仁して置く事が後の煮詰めの矯めに経憤上得策である.然し濃厚の時は蟻分;a.描過し易き

航態に擬集せしむるi二長時間を要するのである。故に貨際の作業の揚合i二稀薄溶液を漉縮する費用

と濃厚溶液の長時間の撹搾の費用との封照となるので此差遺伝考へて何れじか撰定せねばならない.

Spence氏等の報告する最適係件を記すれば溶液の謹度は比重1.37位、溶液の温度は 800C とある。

プルシャンプルーの如く他の薬品ぞ加へて撰集を促進する事が出*る. 電荷の反針なる珪酸グルの如

きが二れである。

(4) 金属鎮として沈澱せしむる方法一中性溶液に亜鉛 Znを加へて煮沸するjf法と蟻、アル t土

クムを用ふる方法とがある。 Milballer. Skl1til 雨氏の賓験によると亜鉛で 6.75% アル tニクムで

3.0%ぞ除去し得たが蟻は蚊果なしとし、ふ、何れも鍛冶第一蟻に還元するl二止まる。電解法もここ

に入るべきであるが便宜上別項に於て述べることにする。

(5) 燐殿瞳により識を沈澱せしむる方法一雄階石灰ぞ加へて蟻分を沈澱せしむることが悌蘭西の

特許にある。 Milhat町.Skl1til i橋氏がフ台リダ燐磁じよって試みた所によると 89.6% の除去をして

居る、燐磁は石灰盤或は水酸化物の如くアルカリ牲に働《ゃうでああと。

(6)一有機酸聾として鎮ま沈澱する方法一第一識となし置き穆酸アルカリによって穆階第一蟻を沈

澱せしむる方法と他の一般無機盤中の識を除去するのにパルプ麿液中のタンニンぞ利用して黒色の

タンニン酸舗を沈澱せしめんとする方法とがある。

(7) 結晶法一再結晶によって精製する方法である。硫酸馨土を再結品するも結晶じ硫酪蟻ぞ伴ひ

且結晶は軟かい粉末肢を呈する傾向ぞ有する、 F.Wirth氏の研究に依ると蟻が第二銭堕の形で存在

すると蟻の分離が困難であるが第一蛾盟の形であれば結晶法で鰭ぞ除く事が容易であると。氏は硫

暇饗土及び硫酸第一蟻溶液の相律固を作製し硫酸アルミニウムぞ純粋に得る時の傑件ぞ定めに、

Milballer. Skutil 雨氏の研究に依れば畿を先づ第一蟻盤の形に還元し置き而して空気の存在じて結晶

させる と蟻分の 97.8% が除去されるが空気を排除して結晶させると蹴分の 98.7%が除去され

ると。 TiJley 氏等も同様の報告を出し居るが一般じ結晶は軟かくして描過及び乾燥には図書性である

と。一般i二結晶の生成i二際して蓮かに溶液必冷却すると結晶位は細かく出来る.之t二反して徐々l二

冷却すると不純物の少ない大きな結晶が得らるる事且叉溶液ぞ低温度で徐々に蒸脅させると閉じく

不純物の少ない大きな結晶が出来ることは能く知られて居る。I30ck氏は硫酸馨土の結晶が生成し成

長するに干I~ひ連続的i二少しづっ濃厚な溶液を加へて行く方法か満足すべき結果を得ると報告して居

る。

j彊例は中性溶液から結晶ぞ形成せしむる.然るに GriesheimElektron舎祉の特許に可成強い酸性s
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溶液から硫酸饗土(又は明饗〉の結晶そ純粋に作る方法がある、先づ粘土又はボーキサ 4トを計算化

合量の約 21喜に相賞する硫酸(比重 35-400Be)で分解しi慮過しに後冷却して結晶せしむる、得fこ

る硫酸饗土の餓分合有量は僅かに 0'.03%、再結晶すれば殆んど蛾分は痕跡となる、且つ其結品は硬

くてi慮過し易いと、叉初l里明饗の揚合ではー岡目に含有錨分は 0.01%~こなると記しである。 Mil­

baller， Sklltil雨氏は此操作法を硫酪馨土及びアムモニウム明磐の製法として賞験した。前者の時は

80%後者の時は 68%の繊分除去率を示し前者の時は蟻分 0.14%後者の時は錨分 0.09%のも

のを得fこし而して前者の結晶は優秀であるが後者の結晶は非常に細カ、いものであつにと。 Tilley氏

等の方法は硫酸饗土溶液中の遊離硫酸ぞ提酸石灰で除去し水素4才ン漫度 3.5-4.0~二保ち置し斯

くするときは第二蟻堕はコロ 4ド蹴態を保ちアル tニウム盤丈け完全iこ溶液;伏態に置く事が出来る.

そして溶液伝比重1.34位に濃縮し徐々i二冷却すると蟻分を含有しない硫酸響土の結晶が得られる

と言ふのである、叉氏の特許では上記の如く冷溶液中では織をコロ 4ド)1犬態に温溶液中では轟の溶

液賦に保持し得る事を力説して居る、而して織は高温にあっても硫酸饗土の結晶中じ入らi'低温で

もコロ 4ド航の織は硫厳禁土の結品t二附着しないと説明して居る、 J.D. Riedel Co. ，ま盤基性臨溶液

から結晶させてアムモニクム明欝ぞ良好に得る特許を得て居る。

(8) 聾基性瞳として分離させる方涜一硫酸磐土溶液中の繊分を第一蟻に還元しに後高温高座じ保

っときは加水分解を起して盟基性硫酸磐土が沈澱する，Blirkey民は ，100影で 82，7，%， 300 %で

97.&%のアルミナを盤基性硫骸堕として沈澱させた.第一蹴は相官濃度じ有ー在しなりれば加水分解

を起さなし、。 Linc¥blac¥氏は第二蟻のままで鹿理して盟基性硫酸饗土と共じ識も盤基性硫酸鞭として

沈澱させた後続堕酸或は稀薄食臨溶液にて洗って蟻分のみを溶解除去するこ E冶考ヘナこ.第二錨臨

のJIが容易に溶ける性質を持っからである。

叉硫酸響土溶液から直接純水酪化7)レtニウムを得る方法が二三特許に見受けられる、チオ硫椴

曹達により硫黄と共に沈澱させるもの、硫酸曹達により硫化第一舗の生する以前にアル Eナを沈澱

させるもの、亜硫酸曹達(或は加l旦.アムモニクム〉によるもの等である、最後の亜硫酸堕じよる時

は盤基性亜硫酪饗土が沈澱するが熔焼することによってアノレ Eナとすることが出来る。

(9) アJs.:J田Js.法一硫酸欝土溶液はアルコーJレを加ふることにより硫酸饗土の結晶を沈澱するが

硫酸蟻を沈澱しない. この溶解度の差異によって精製4並行ふことが出来る。アルコールの岡牧及ひ・

硫酸磐土の結晶肱態が重大な聞係栓持つものであらう。

(10) 電解法一硫酸欝土中の蟻分を電解的に除去する方法は古くから試みられて居る、 1883年に

Lowig氏は陰極に館、陽極に鉛や用びfこが Milballer，Sklltil i輔氏はこの電極にて蟻分 5.09%を含む

30%硫酸馨土溶液を 0.1amp. 5 vo¥tsで 3.5時間電解ーを行ひ 23.9%の蟻分を除去するニ'とが出来

大、叉腸極に白金、陰極l二織を用ひて .1.5amp. 3.5 vQltで 1時間電解じfこときは僅か 4.89bの蟻

ぞ除いにじ過ぎない。 l場極に蛾、ニ ツタノレ、コバルハカド Eクム.亜鉛、決素等の試みがある。

最近の組山.北川雨氏の報告は次の如くである。水銀及び表面をア 7)レガム化せる錯や陰極i二用

ひ主餓分の電解的除去ぞ研究し、鉛より水銀陰極の方が良好であり Fep:J Al203 ~旨 0.1% 以下にす
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ることは答易であり、 J1<の電解が起って電流故李は良好でないが全憶としては僅かの電力の消費で‘

除去がHt*ると述べて居る(電気化製曾誌、第 45披〈昭 6.2月))。
(11) ，加熱法一硫酸馨土は 8000C附近より.硫酸蟻は 6000C附近より分解して各 t酸化物となる。

熔焼によって硫酸舗のみぞ分解するやう温度を調節し硫酸饗土を水にて溶出する方法と無水の硫階

建壁土は無水の硫酸嘩より水に溶解する蓮度が遅いことから 400
0
C附近i二焼いて結晶水ぞ全く失はし

め水にて洗って硫酸蟻を除く方法とがある。叉硫酸欝土~還元性瓦新中じて暗赤t二熱するとき磁分

は答易に稀臨酸に溶解するやうになる、加熱の際E題化物を混入せしむるときは蛾はE塩化蟻となって

揮設し去る a

(12) 班著法一硫酸馨土溶液に吸著剤ぞ加へて蟻分を|徐く j)法がある.Richmond氏によるとI虫著

湾1)として 'charcoalを用ひて 86%の除去率が得られるといふことである、叉パームチッ?では 20-

30% を'除いた 3 前者の場合lこは Freunc11ich氏の吸著式に合致する結果を示したが後者の場合には

然らすーアルカリとの聞に置換の行はれて居ることを知った、Mejc1eU氏の特許による と特別の方法で

作った酸化蟻が織を除く性買を有するとし、ふがその作用は吸著であるかどうか不明である、酸化滋

は稀硫酸で洗って再び活性化することが出来るといふ。
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